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市
立
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
の
子
ど
も
た
ち

が
、
石
に
思
い
思
い
の
表
情
を
描
い
た
だ
る
ま
を
、

完
成
し
た
ば
か
り
の
三
原
城
跡
歴
史
公
園
に
飾
り
ま

し
た
。
こ
の
日
は
中
之
町
保
育
所
の
５
歳
児
14
人
が
、

自
分
た
ち
の
手
で
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
並
べ
ま
し
た

（
２
／
８　
三
原
城
跡
歴
史
公
園
）

お
城
と
だ
る
ま
さ
ん

  
わ
た
し
た
ち
の
宝
物
を

    

紹
介
し
ま
〜
す



　

（上）大きく亀裂が入った道路（円一町）▶
（下） 家屋の損壊が相次ぎ、ブルーシ ー
トが目立つ市中心部（本町周辺）　　　　　　　　　　　
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平
成
13
年
３
月
に
発
生
し
た
芸
予
地
震
は

三
原
市
内
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
、
私
た

ち
も
大
地
震
と
は
無
縁
で
は
な
い
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
れ
か
ら
16

年
の
時
が
流
れ
、
そ
の
記
憶
は
人
々
の
中
か

ら
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
芸
予
地
震
か
ら
得
た

教
訓
を
忘
れ
ず
、
大
地
震
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
常
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
も
無
縁
で
は
な
い
大
地
震

　
平
成
13
年
３
月
24
日
15
時
28
分
ご
ろ
、
瀬

戸
内
海
の
安
芸
灘
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た

「
平
成
13
年
芸
予
地
震
」は
、
震
源
に
近
い
広

島・愛
媛・山
口
の
３
県
を
中
心
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
地
震
の
規
模
を
示

す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
６・７
、最
大
震
度
は

６
弱
で
、
広
島
県
内
で
は
１
人
が
死
亡
、
１

９
３
人
が
重
軽
傷
を
負
い
、
約
３
万
７
千
棟

の
住
宅
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
本
市
で
も

震
度
５
強
を
観
測
、
多
く
の
人
が
負
傷
し
、

住
宅
被
害
が
出
ま
し
た
。
地
盤
の
も
ろ
い
急

傾
斜
地
で
は
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、電
気・ガ

イ ン タ ビ ュ ー

自主防災組織を立ち上げた皆さんに聞きました

　「防災には『地域の住民同士で助け合う』
という精神が欠かせません。自主防災組織
を立ち上げ、住民が防災・減災という目標
を共有できたことで、地域の結束も強まっ
たと感じています。協力して知識や技術を
習得することで、防災に対する視野が広が
り、応用力も高まりました」

宮
浦
中
央
町
内
会
防
災
会
会
長

　
　
　
　
　
稲い
な
ば
ひ
ろ
し

葉
裕
司
さ
ん

　「災害に備えて、住民の安否確認簿を作
成したほか、市の助成金を活用して公民館
に雨量計を設置するなどの取り組みを進め
ています。宗郷は昭和42年に発生した豪雨
災害で、土石流による大きな被害を受けま
した。これを教訓に、地域の連帯意識を高
めることを大切にしています」

宗
郷
町
内
会
自
主
防
災
部
部
長

　
　
　
　
　
　
土つ

ち
も
り森 

修お
さ
む

さ
ん

トが目立つ市中心部（本町周辺）　　　　　　　　　　　

特
集
　
平
成
13
年
芸
予
地
震
の
教
訓
を
忘
れ
な
い

問
危
機
管
理
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
６
６
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ス・水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、生
活
道
路

も
一
部
遮
断
さ
れ
、
公
共
施
設
も
被
害
を
受

け
る
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が

出
ま
し
た
。

　
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
芸
予
地
震
か
ら
16

年
。
そ
の
間
、国
内
で
は
新
潟
県
中
越
地
震
、

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
な
ど
の
大
地
震

が
発
生
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
芸
予
地
震
以
来
、
幸
い
私
た

ち
の
暮
ら
す
ま
ち
で
大
き
な
地
震
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、あ
の
日
の
記
憶
は
、

本
市
も
大
地
震
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
こ

と
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

住
民
で
地
域
を
守
る
自
主
防
災
組
織

　
私
た
ち
は
あ
の
教
訓
を
心
に
刻
み
、
芸
予

地
震
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
に
は
語
り
伝
え
、

自
助（
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
）・共
助（
地

域
で
助
け
合
う
）・
公
助（
行
政
に
よ
る
災
害

対
応
と
復
旧
）の
考
え
方
の
も
と
、ま
ず
一
人

ひ
と
り
が
防
災
に
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
芸
予
地
震
か
ら
地
域
に
お
け
る

防
災
活
動
の
重
要
性
を
学
び
、
自
主
防
災
組

織
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内

で
１
１
８
団
体
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
各
組

織
で
は
防
災
器
具
な
ど
を
備
蓄
し
、
定
期
的

に
訓
練
や
防
災
講
座
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、

災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
で
は
、
本
市
で
も
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
の
災
害
を
教
訓
に
、
ま
ず
は
各
家
庭

で
で
き
る
防
災
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

地
域
や
近
隣
の
住
民
が
互
い
に
協
力
し
、
組

織
的
に
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
設
立
、
活
動
に
必
要
な

資
機
材
の
整
備
や
購
入
、
出
前
講
座
、
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
、
災
害
に
関
す
る
こ

と
は
危
機
管
理
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　避難後の生活必需品として、米・レトル
ト食品・缶詰などの食料品や飲料水（ポリ
タンクに貯蔵）は、最低３日分を用意しま
しょう。また、卓上コンロ（ガスボンベ）、
毛布や寝袋、洗面用具、携帯用トイレな
ども用意しておくとよいでしょう。

食料品や飲料水

非常 持ち出し品の例

貴重品

衣類など

救急医薬品

ラジオ・電池など

ほ乳びん・紙おむつ

　市では災害時の避難情報などを市民の皆さ
んへ一斉に伝えるため、屋外拡声子局（スピー
カー）を市内58カ所に設置し、昨年４月から
運用を始めました。このたび、検査のための
一斉試験放送を実施します。スピーカーの設
置場所は小・中学校などです。詳しい場所は
市ホームページで確認してください。
と　 き　27日（月）13時30分から2分間程度
問危機管理課（☎0848・67・6066）

と　 き　20日（月・祝）９時50分～13時
※受け付けは９時30分から。
※小雨中止。濃霧などでヘリコプターが飛来
できない場合があります。
と ころ　沼田川河川防災ステーション（新倉
二丁目）
内　 容　広島県防災航空隊ヘリコプターの模
擬訓練・機体見学など、各種防災体験、こ
ども防災体験、炊き出し体験、パネル展示
問危機管理課（☎0848・67・6197）

屋
外
拡
声
子
局（
ス
ピ
ー
カ
ー
）

一斉
試
験
放
送
を
実
施

命と暮らしを守る防災体験会
❖三原市防災ネットワーク❖

特集 ─ 平成１３年芸予地震の教訓を忘れない　　問問い合わせ先
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12日（日）11時～16時

17日（金）14時～

18日（土）13時～15時

３月31日（金）～４月２日（日）10時～18時

ところ　三原駅前市民広場
内 　容　ご当地アイドルによるス
テージ、アニメやゲームがモチー
フの装飾車展示、コスプレ撮影会、
メイドカフェなど
参加費　無料
※更衣室利用料は700円。
問 みはらWEフェス事務局 小松さん
（☎080・6332・0048）

ところ　みはら歴史館（ペアシティ三原西館1階）
出　演　立川淑

よしえ
恵（箏）、福原一

いっかん
閒（篠笛）

定　員　50人（先着順）
問文化課（☎0848・64・9234）

ところ　中央公民館２階　中講堂
演 題/講師　平賀晋民の人と学問／二松学舎大学特別
招
しょう
聘
へい
教授 稲田篤信さん、平賀晋民と四書五経／二松

学舎大学特別招聘教授 野間文史さん
定　員　120人（先着順）
※希望者は直接、会場へ。
問中央図書館（☎0848・62・3225）

　三原市立図書館の初代館長 澤井常四郎の残した研究
資料を基に、三原ゆかりの儒学者 平賀晋民の著書が復
刻されました。これを機に、市と二松学舎大学の共催
で、平賀晋民の人物像やその学問を紹介する講演会を開
催します。

ところ　市民ギャラリー（ペアシティ三原西館２階）
内　容　三原城をテーマにした生け花などを展示
問閑渕流三原支部（☎0848・63・7531）

　江戸時代中期、京都や大阪で活躍
した儒学者。現在の竹原市忠海に生
まれ、14歳のときに本郷の土

は ぶ
生家

の養子となりました。独学で儒教の
経典である経書を学び、本郷に私塾
を開設。三原浅野家の家臣の招きに
より、順勝寺で講釈しました。

瀬戸内三原 築城450年事業
市民活動チャレンジ事業を追加募集します

平
ひら
賀
が
晋
しん
民
みん
 （1722～1792年）

　瀬戸内三原 築城450年事業を盛り上げる市民活動
チャレンジ事業を追加募集します。
対象事業　次の①～④の要件を満たす事業
①申請団体が自主的に企画・実施する
②今年11月までに実施する
③事業の指針に合致する
④ 事業終了後も継続的な取り組みが期待でき、まち
づくりに寄与できる
対象団体　次の①②の要件を満たす団体
① ５人以上の構成員で組織し、半数以上が市内在住・
在勤・在学である
② 組織運営の規約などあり、将来も継続して活動で
きる

※その他にも要件があります。詳しくは募集要項で
確認してください。
補助額　上限５万円
※対象経費から、他の補助金額を差し引いた額を上
限とします。
申請回数　１回
選 考・結果通知　審査会で内容を審査し、４月中旬に
通知
申 請方法　３月31日（金）までに、持参または郵送で
申請書（提出先、市ホームページに用意）に必要書
類を添えて瀬戸内三原 築城450年事業推進協議会
（〒723-0014城町一丁目２番１号☎0848・61・
0450）へ 

▲立川淑恵 ▲福原一閒

かんえんりゅう

築城450年事業   今月のイベント情報

▲ 『経学者平賀晋民先生』
より、平賀晋民の肖像
画

入場料無料

入場料無料

コスプレパーティー 
in 三原駅前市民広場

直美の部屋コンサート
～箏

こと

と篠笛の調べ～

「平
ひら
賀
が
晋
しん
民
みん
の世界」講演会

いけばな閑渕流展



問
築
城
４
５
０
年
事
業
推
進
担
当
室

　
☎
０
８
４
８・61・０
４
５
０

問
文
化
課

　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４
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市政フラッシュ

　
江
戸
時
代
の
三
原
城
周
辺
の
よ
う
す
を
一

部
再
現
し
た
三
原
城
跡
歴
史
公
園
の
整
備
が

終
わ
り
、
先
月
４
日
に
完
成
式
典
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
三
原
城
天
主
台
の
堀
周
辺
で
、
文

化
庁
の
補
助
事
業
と
し
て
、
平
成
19
年
度
か

ら
国
史
跡
の
追
加
指
定
や
土
地
の
公
有
化
を

進
め
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
に
始
ま
っ
た
発

掘
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
の
西
国
街
道
や
武

家
屋
敷
の
長
屋
門
と
考
え
ら
れ
る
石
列
な
ど

の
遺
構
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
公
園
は
江
戸
時
代
の
絵
地
図
や
発
掘
調
査

を
基
に
、
約
３
８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
っ
て
整
備
し
ま
し
た
。
堀
の
北
側
に
後
藤

門
の
石
垣
、
西
側
に
長
屋
門
跡
の
石
列
を
復

元
。
西
国
街
道
が
あ
っ
た
堀
沿
い
は
街
道
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
遊
歩
道
に
し
ま
し
た
。
休
憩

施
設
と
し
て
長
屋
門
風
の
あ
ず
ま
や
や
ト
イ

レ
も
新
設
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
天
満
祥
典
市
長
は「
三
原
の
歴
史

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」と
述
べ
、関
係

者
ら
で
く
す
玉
を
割
っ
て
祝
い
ま
し
た
。
公

園
は
今
後
、
市
民
や
観
光
客
の
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

三
原
城
跡
歴
史
公
園
が

完
成

築
城
４
５
０
年
事
業
の

メ
ー
ン
期
間
が
開
幕

　
先
月
、瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５
０
年
事
業

の
メ
ー
ン
期
間
が
開
幕
し
ま
し
た
。
４
日
に

は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー 
ポ
ポ
ロ
で
開
か
れ
、市
民
や
関
係

者
な
ど
約
１
２
０
０
人
が
事
業
の
ス
タ
ー
ト

を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
冒
頭
、瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５

０
年
事
業
推
進
協
議
会
の
福
島
偉
人
副
会
長

が
開
幕
を
宣
言
し
、
市
民
が
出
演
す
る
記
念

ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

協
議
会
の
勝
村
善
博
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
官
民
一
体
で
三
原
の
資
源
や
魅
力
を
市
内

外
に
発
信
し
、
観
光
が
市
を
支
え
る
産
業
の

一
つ
に
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
」と
述
べ
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
同
協
議
会
の
名
誉
会
長
を
務
め

る
天
満
祥
典
市
長
が「
毛
利
三
兄
弟
に
ゆ
か

り
の
あ
る
市
町
や
近
隣
市
町
と
連
携
し
て
観

光
客
を
呼
び
込
み
、『
観
光
の
ま
ち
、三
原
』を

実
現
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
明
治
時
代
に
再
興
さ
れ
た
小

早
川
家
の
当
主
で
あ
る
小
早
川
隆
治
さ
ん
も

招
か
れ
、「
こ
う
し
た
催
し
が
行
な
わ
れ
る
の

は
感
無
量
。成
功
す
る
よ
う
協
力
し
た
い
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、
三
原
や
っ
さ
踊
り
振
興
協
議

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
新
旧
や
っ
さ
踊
り
、
毛

利
三
兄
弟
の「
三
矢
の
訓お
し
え」に

ち
な
ん
で
観
光

連
携
協
定
を
結
ぶ
安
芸
高
田
市
、
北
広
島
町

の
団
体
に
よ
る
神
楽
が
披
露
さ
れ
、
満
席
と

な
っ
た
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
事
業
が
閉
幕
す
る
11
月
末
ま
で
の
間
、
市

内
で
65
の
行
事
が
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

�問い合わせ先

▲�祝辞を述べる小早川家の当主、小早川隆治さん

▲�三原城の築城を祝って始まったといわれる
やっさ踊りも披露

▲�毛利三兄弟ゆかりの安芸高田市、北広島町によ
る応援神楽（写真は安芸高田市の原田神楽団）

▲�くす玉を割って三原城跡歴史公園の完成を祝いました
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学
び
合
い
、つ
な
が
り
、チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

「
ミ
ハ
ラ
ボ
」が
始
ま
り
ま
す

問
地
域
調
整
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
８
４

ゲ 

ス
ト　
い
や
し
ろ
ち
オ
ー
ナ
ー　
只
佐 

貴

美
江
さ
ん

　
丁
寧
な
暮
ら
し
を
提
案
す
る
ゲ
ス
ト
が
、

健
康
の
土
台
は
食
と
い
う
視
点
か
ら
、
発
酵

食
品
や
酵
素
の
持
つ
力
を
生
活
の
中
に
簡
単

に
取
り
入
れ
る
秘
訣
を
伝
え
ま
す
。

と 

こ
ろ　
い
や
し
ろ
ち（
久
井
町
泉
）

ゲ 

ス
ト　
デ
ザ
イ
ナ
ー　
赤
野
有
希
さ
ん

　

サ
ク
ラ
サ
ク
代
表（
家
具
製
作・
デ
ザ
イ

ン
）　
植
原
健
司
さ
ん

　
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら「
ア
イ
デ
ア
を
カ

タ
チ
に
す
る
コ
ツ
」を
聞
き
な
が
ら
、ミ
ハ
ラ

ゲ 

ス
ト　
み
は
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ

ト
実
行
委
員
長　
は
る
の 

と
お
る
さ
ん

　
ひ
ら
め
き
を
行
動
に
変
え
て
み
る
と
、
自

分
の
周
り
が
少
し
面
白
く
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ひ
ら
め
き
か
ら
始
ま
っ
た
音
楽
イ
ベ

ン
ト「
み
は
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

の
主
催
者
の
話
か
ら
、
何
か
面
白
い
こ
と
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 

こ
ろ　
城
町
庁
舎
２
階　
ま
ち
づ
く
り
活

　
市
は
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
活
動
に
携
わ
る
団
体
や
個
人
が
交

流
で
き
る
場
を
設
け
、
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、三
原
の「
ヒ
ト・モ
ノ・コ
ト
」を
掘
り
起
こ
し
、楽
し
み
な
が
ら
市
の
魅
力
を
学
び
、

つ
な
が
る
場
と
し
て「
ミ
ハ
ラ
ボ
」を
開
催
し
ま
す
。

※「
ミ
ハ
ラ
ボ
」と
は
、「
み
は
ら
」と「
実
験
室（
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
）」「
協
働（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）」を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

ゲ 

ス
ト　
株
式
会
社
シ
マ
ネ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役
社
長　
三
浦
大
紀
さ
ん

　

み
ん
な
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
三
原
を
創
ろ

う
！
島
根
県
で「
地
域
を
面
白
く
す
る
」「
き

っ
か
け
を
つ
く
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
す

る
ゲ
ス
ト
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

ミ
ハ
ラ
ボ
で
や
っ
て
み
た
い
実
験
を
考
え
ま

す
。

　
三
原
市
市
民
提
案
型
協
働
事
業
の
事
例
発

表
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
し

ま
す
。

と 

こ
ろ　
城
町
庁
舎
２
階　
ま
ち
づ
く
り
活

動
ル
ー
ム

定
員　
各
20
人(

申
し
込
み
先
着
順)

申 

し
込
み　
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で

①
名
前
②
年
齢
③
電
話
番
号
④
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
受
託
業
者 

株
式

会
社
エ
ブ
リ
プ
ラ
ン（
〒
７
３
０
│
０

８
５
１
広
島
市
中
区
榎
町
７
番
６
号

　
☎
０
８
２
・
９
４
２
・
１
３
２
０

　
　

０
８
２
・
９
４
２
・
１
３
１
０

　

s-m
atayoshi@

everyplan.co.jp

）へ

５
日（
日
）

13
時
〜
14
時
30
分

12
日（
日
）

13
時
〜
15
時

18
日（
土
）

13
時
〜
15
時

19
日（
日
）

13
時
〜
16
時

ひ
ら
め
き
を
イ
ベ
ン
ト
に
変
え

る
ヒ
ン
ト

菌
と
の
暮
ら
し
　

〜
健
康
に
暮
ら
す
お
話
〜

参
加
費
無
料

デ
ザ
イ
ン
を
知
る
。
デ
ザ
イ
ン
し

て
み
る
。
実
験
！
ミ
ハ
ラ
ボ
の
ロ

ゴ
を
デ
ザ
イ
ン
！

ミ
ハ
ラ
ボ
を
つ
く
ろ
う
！

企
画
会
議 
〜Do It O

urselves

で
三
原
を
楽
し
む 
〜

動
ル
ー
ム

ボ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階　
美
術
工
芸
室

ラボ

01

ラボ

02

ラボ

04
ラボ

03

▲はるの とおるさん

▲ 赤野有希さん（左）、植原
健司さん（右）

▲只佐 貴美江さん

▲三浦大紀さん
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問問い合わせ先

と 　
き　
３
月
24
日（
金
）〜
４
月
23
日（
日
）

９
時
〜
17
時

※
３
月
24
日
は
10
時
か
ら
。

と 

こ
ろ　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ペ
ア
シ
テ
ィ

三
原
西
館
２
階
）

内 　
容　
市
が
新
規
に
収
蔵
し
た
作
品
か
ら

約
50
点
を
展
示

関
連
催
事 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

と　
き　
３
月
24
日（
金
）10
時
15
分
〜
11
時

内 　
容　
故・秦
森
康
屯
の
妻 

秦
森
直
子
さ

ん
と
市
学
芸
員
に
よ
る
展
示
作
品
な
ど
の

解
説

　
市
で
は「
タ
コ
」「
地
酒
」「
お
や
つ
」の
３
品

目
を「
三
原
食
」と
総
称
し
て
、
全
国
に
通
用

す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
た
め
の
取

り
組
み「
幸
せ
の
三
原
ぐ
る
め
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
開
催
中
で
す
。

　
三
原
食
を
提
供
し
て
い
る
市
内
の
対
象
店

舗
で
、
1
店
舗
５
０
０
円
以
上
の
買
い
物
ま

た
は
飲
食
を
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、

先
着
順
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ン
ブ
ラ
ー
、
抽
選

で
対
象
店
舗
で
使
え
る
食
事
券
や
カ
ー
プ
グ

ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期 　
間　
20
日（
月・祝
）ま
で　

　
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、
市
周
辺

部
な
ど
居
住
者
が
少
な
い
地
域
で
は
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
は
じ
め
自
宅
の
近
く
で
乗

り
降
り
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

役
割
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
は
地

域
住
民
を
主
体
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
の
導
入
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

導 

入
条
件　
次
の
①
〜
③
を
満
た
す
こ
と

①
運
行
の
必
要
性
が
あ
る

②
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
組
織
を
結
成

で
き
る

③
計
画
の
実
現
性
が
高
い

支
援
内
容

秦森康屯（大正12～平成６年）
　三原市小坂町出身。東京や大阪で美術を学んだの
ち、関西独立展で関西独立賞第１席、独立美術協会
創立25周年記念賞を受賞して一躍脚光を浴び、生
涯にわたって数多くの作品を描き続けました。
　市は今年度、ご遺族から初期の抽象画の大作から
晩年までの画業の全貌を知ることができる油彩やデ
ッサン、スケッチのほか、日記などの資料の寄贈を
受けました。

  

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

康
屯
か
ら
の
お
く
り
も
の

│
三
原
が
生
ん
だ
画
人 

秦は
た
も
り
こ
う
と
ん

森
康
屯
の
新
収
蔵
作
品
│

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
導
入
を
支
援

春
の「
幸
せ
の
三
原
ぐ
る
め
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」開
催
中

・
導
入
方
法
の
指
導・

助
言

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

の
印
刷
や
結
果
の
集

計・分
析

・
運
行
サ
ー
ビ
ス
の
検

討
に
関
す
る
指
導・助
言

・各
種
運
行
準
備
支
援（
許
可
申
請
な
ど
）

・運
営
費
の
補
助 

な
ど

※
導
入
の
流
れ
や
具
体
的
な
方
法
を
掲
載
し

た
手
引
き
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
文
化
課

　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４

問
観
光
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
１
５

問
生
活
環
境
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
7
８

入
場
料
無
料

※
詳
し
く
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

「静物」1969年

「
瀬
戸
内
の
春
」１
９
９
４
年
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引っ越しが決まったら水道部へ届け出を

住民異動などの届け出は忘れずに
　就職や転勤など住民異動の多い時期です。住所などを異動したときは、住民異動の
手続きと併せて、国民健康保険（国保）や年金などの手続きも必要です。
受付時間　８時30分～17時15分（土・日曜日、祝日を除く）
手�続きの方法　本人確認ができる物（運転免許証、パスポート、マイナンバーカード、
保険証など）を用意し、市民課、または各支所地域振興課へ

※同一世帯以外の人が代理人として届け出をする場合は、委任状と印鑑が必要です。

　
引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、
早
め
に
水
道

部
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
が
な
い
と
、
使
用
し
て
い
な
く
て
も

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
す
。　

※
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

問
水
道
部
管
理
課

　
☎
０
８
４
８・64・２
２
４
３

異動の種類 届け出る内容

市内での転居

市外への転出

お客様番号、現住所、名前、引
っ越しする日、引っ越し先の
住所、電話番号
※市内での転居は、引き続き
同じ口座での引き落としがで
きます。希望する人は、手続
きの際に申し出てください。

市外からの転入 新住所、名前、電話番号、使
用を開始する日

異動の種類 届け出に必要な物

転出（市外への引越し）

届け出に来た人の印鑑　
国民健康保険被保険者証…………国民健康保険の加入者　
後期高齢者医療被保険者証………後期高齢者医療保険の加入者　
介護保険被保険者証………………65歳以上の人、40～64歳で認定を受けている人

転入（市外からの引越し）　
※住み始めた日から14日以内
に届け出をしてください。

届け出に来た人の印鑑
通知カード　
転出証明書…………………………前住所地の市区町村で発行　
（県内からの転入）後期高齢者医療被保険者証………………後期高齢者医療保険の加入者　
（県外からの転入）後期高齢者医療負担区分等証明書………後期高齢者医療保険の加入者　
介護保険受給資格証明書…………要介護の認定を受けている人　
年金手帳……………………………国民年金の加入者　　
マイナンバーカード、住基カード………カードの交付を受けている人
在留カード（旧外国人登録証）または特別永住者証明書……外国人住民

転居（市内の引越し）
※転居した日から14日以内に
届け出をしてください。

届け出に来た人の印鑑　
通知カード
国民健康保険被保険者証…………国民健康保険の加入者　
後期高齢者医療被保険者証………後期高齢者医療保険の加入者　
介護保険被保険者証………………65歳以上の人、40～64歳で認定を受けている人　
マイナンバーカード、住基カード………カードの交付を受けている人
在留カード（旧外国人登録証）または特別永住者証明書……外国人住民

世帯主の変更　
※変更があった日から14日以
内に届け出をしてください。

届け出に来た人の印鑑　
国民健康保険被保険者証…………国民健康保険の加入世帯

お客様番号

　��市民課（市役所本庁１階）☎0848・67・6047、本郷支所地域振興課☎0848・86・1111、
　　久井支所地域振興課☎0847・32・7111、大和支所地域振興課☎0847・33・0222
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問問い合わせ先

加
入
者
み
ん
な
で
支
え
合
う
国
民
健
康
保
険

　
国
民
健
康
保
険︵
国
保
︶は
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
74
歳
ま
で
の
人
が
、
病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
で
は
、
届
出
書

や
申
請
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
、
本

人
確
認
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
に
は
世
帯
主
と
対
象
者
両
方
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
。

 　
国
保
の
加
入･

脱
退
な
ど
の
手
続
き
は
、世

帯
主
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
世
帯
員
に
よ
る
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
表
１
に
該
当
す
る
と
き
は
、
14
日
以
内
に

市
民
課︵
市
役
所
本
庁
１
階
︶、
各
支
所
地
域

振
興
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

国保だより

異動の種類 届け出に必要な物

国
保
に
加
入
す
る

他の市区町村から転入したとき 他市区町村の転出証明書、印鑑、マ
イナンバー

職場などの健康保険をやめたとき 健康保険をやめた証明書、印鑑、マ
イナンバー

職場などの健康保険の被扶養者で
なくなったとき

被扶養者でなくなった証明書､印鑑､
マイナンバー

子どもが生まれたとき 母子健康手帳、印鑑、マイナンバー

生活保護を受けなくなったとき 生活保護廃止通知書、印鑑、マイナ
ンバー

外国籍の人が加入するとき 在留カード、マイナンバー

国
保
を
や
め
る

他の市区町村へ転出するとき 保険証、印鑑、マイナンバー

職場などの健康保険に加入したと
き 国保と職場の保険証（職場の保険証

が未交付のときは加入した証明書）、
印鑑、マイナンバー職場などの健康保険の被扶養者に

なったとき

被保険者が死亡したとき 保険証、喪主の通帳、喪主が分かる
書類、印鑑、マイナンバー

生活保護を受けるようになったと
き

保険証､生活保護決定通知書､印鑑､
マイナンバー

外国籍の人がやめるとき 保険証､ 在留カード､ マイナンバー

そ
の
他

転居したとき

保険証、印鑑、マイナンバー世帯主が変わったとき

世帯を分けたとき、一緒にしたと
き
子どもが修学のため、別に住所を
定めるとき

保険証、在学証明書など、印鑑、マ
イナンバー

保険証をなくしたとき、汚れて使
えなくなったとき

使えなくなった保険証、印鑑、マイ
ナンバー

表１

※保険証は、運転免許証やマイナンバーカードなど官公庁が発行した写真付き証
明書で本人確認ができる場合にのみ、窓口で交付します。それ以外の場合は郵送
します。

加
入・脱
退
の
手
続
き
は
早
め
に

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）が
必
要
で
す

問
保
険
医
療
課︵
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
︶

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
０

　
市
民
税
課︵
保
険
税
の
税
額
に
つ
い
て
︶

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
１

　
税
制
収
納
課︵
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
︶

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
５
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お知らせ拡大版

三原公共下水道事業

 平成29年 3 月 供用開始区域図
               既に供用開始された区域
               平成29年供用開始区域

Ｎ

Ｓ

三原市西部地域

空 港 周 辺 地 域

三原公共下水道事業

 平成29年 3 月 供用開始区域図
               既に供用開始された区域
               平成29年供用開始区域

Ｎ

Ｓ

三原市東部地域

❷

❸

三原地域

沼田西地区

空港周辺地区

■ 既に使用できる区域
■ 新たに使用できる区域

■ 既に使用できる区域

■ 新たに使用できる区域

　
31
日（
金
）か
ら
、
図
の
■
の
区
域
で
新
た
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
１
月
末
現
在
、使
用
可
能
区
域
内
の
87・5
％
の
世
帯
が
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、衛
生
的
に
生
活
で
き
、地
域
の
環
境
保
護
、川
や
海
の
水
質
保
全
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で
は
、で
き
る
だ
け
早
期
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。
使
用
で
き
る
区

域
に
な
っ
て
３
年
以
内
に
接
続
す
る
場
合
は
、融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

下
水
道
整
備
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
た
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
区
域

古
浜
一
丁
目
、
東
町
一
丁
目
、
本
町
一・二
丁
目
、
西
宮
一・二
丁
目
、
宮
沖
五
丁
目
、
宮

浦
五
丁
目
、
西
野
一
丁
目
、
皆
実
一・二・三・四・六
丁
目
、
和
田
二・三
丁
目
、
沼
田
西

町
惣
定
、
本
郷
南
三・四・五
丁
目
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
地
域

公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が

広
が
り
ま
す

―
区
域
内
の
人
は
接
続
し
ま
し
ょ
う
―

問下水道整備課　☎0848・67・6049

本郷地域
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�問い合わせ先

　
先
月
15
日
、
第
９
回
観
光
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
公
開
選
考
が
行
わ

れ
、
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、県
内
外
か
ら
２
２
３
人
、

合
計
５
４
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。“
三
原
の
四
季
と
城
下
町
”

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
色
鮮
や
か
な

紅
葉
や
情
緒
あ
ふ
れ
る
城
下
町
の

風
景
な
ど
、
三
原
の
魅
力
を
収
め

た
力
作
の
中
か
ら
、
大
賞
な
ど
20

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

入�

選
＝「
桜
咲
く
天
空
の
浮
城
」原
田
忠
明

（
三
原
市
）、「
ブ
ル
ー
（blue

）」栗
田
直
己

（
尾
道
市
）、「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
飛
行
」高
橋

幸
美（
尾
道
市
）、「
雨
の
三
景
園
」河
南 

紀

久
子（
三
原
市
）、「
ち
ょ
っ
と
失
礼
」荒
木

忠
義（
広
島
市
）

佳�

作
＝「
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
」斎
藤 

雄
宰
睦

（
岡
山
市
）、「
光
輝
く
浮
城
」門
田
節
登（
三

原
市
）、「
神
明
だ
る
ま
」平
櫛
賀
章（
福
山

市
）、「
白
竜
湖
の
春
」小
林 

昇（
竹
原
市
）、

「
早
朝
の
寺
」新
岡
康
生（
竹
原
市
）

特�

別
賞・み
は
ら
新
魅
力
発
見
賞
＝「
見
上
げ

る
ス
カ
イ
ア
ー
チ
」土
井
正
司（
世
羅
町
）、

「
町
な
み
ひ
な
め
ぐ
り
」藤
原
敏
明（
三
原

市
）

特�

別
賞・
花
火
賞
＝「
城
跡
と
の
共
演
」高
橋

純
寿（
尾
道
市
）

第
９
回
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
者
が
決
定

問
観
光
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
１
４

と�　き　３月11日（土）～３月24日（金）10時～18時
と�ころ　市民ギャラリー（ペアシティ三原西館２階）

入賞作品の展示

大賞・全日本写真連盟賞
　「やっさ踊り」　工藤浩一（福山市）
　撮 影 日　平成28年８月
　撮影場所　三原駅前（城町）

金�

賞
　「
思
い
を
馳
せ
る
浮
城
４
５
０
年
」

　
　
　
上
川
良
樹（
三
原
市
）

銀�賞　「スタートダッシュ」
　　　谷岡 隆（呉市）

銀�賞　「出港の光景」
　　　福岡輝治（福山市）

銅�賞　「合奏」　山本宣男（竹原市）

銅�賞　「初夏を飛ぶ」
　　　那賀 悟（三原市）

銅�賞　「目指せ福男」
　　　山本清博（三原市）

入場料
無料
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募集しています

問人権推進課
　☎0848・67・6044

意�見を募集する計画　スポーツ推進計画（案）
計�画の概要　市民が身近で多様なスポーツ活動を通

じ、心身ともに健やかで活力に満ちた日常生活を
送るため、スポーツ振興に関する基本的・総合的な
施策を定めた計画
計�画の公表と意見の提出期間　16日（木）～27日（月）
計�画の公表場所　スポーツ振興課（城町庁舎２階）、

情報公開コーナー（市役所本庁３階）、各支所、市
ホームページ

と�　き　25日（土） 13時30分～15時20分　
ところ　市民福祉会館５階　大会議室
演�　題　心が折れない生き方、優しさ

と強さを取り戻す方法 ～在宅ホスピ
ス医からのメッセージ～
講�　師　ふじ内科クリニック院長　内

藤 いづみさん

意�見を提出できる人　市内在住・在勤・在学の人、市
内に事業所がある個人･法人

意�見の提出方法　持参、郵送、ファクス、Eメール
意�見の提出先　スポーツ振興課（〒723-0014城町一

丁目２番１号☎0848・64・7219�℻0848・67・5912 
sports＠city.mihara.hiroshima.jp）、各支所

※意見に対する個別の回答は行いません。市ホーム
ページなどで、提出された意見と市の考え方をまと
めて公表します。

パブリックコメントを募集します（市民意見公募）

男女共同参画社会づくり表彰・みんなの男女共同参画講演会

非常勤職員を募集 任用期間　平成29年4月1日〜平成30年3月31日

用意する物　履歴書・応募資格を証明するものの写し受付期間　3月14日（火）まで
選考方法　書類審査・面接

職　種 勤務日・時間 報酬（日額） 主な業務内容 応　募　資　格
※来年３月末の取得見込みも含む。 定 員 申し込み・

問い合わせ先

栄養指導員 週4日、
1日6時間45分 8,300円 保健福祉に関する

栄養指導・相談
管理栄養士または栄養士の資格を持
っている人 １人 保健福祉課

☎0848･67･6061

児童クラブ
指導員

週6日、
1日4時間50分 5,500円 小学生の遊びや生

活の指導

①保育士などの資格、各種教諭免許
を持っている人②大学で教育学など
を専修する学科を卒業した人③高卒
以上で類似業務の経験がある人

4人

子育て支援課
☎0848･67･6045

母子・父子
自立相談員

週5日、
1日5時間50分 6,640円

児童扶養手当受
給者への面接、母
子・父子家庭など
の自立支援

業務に必要な識見のある人 1人

消費生活
相談員

週4日、
１日6時間45分 9,180円 消費生活の相談と

啓発
消費生活相談員の資格を持ってい
る人、または同等の識見のある人 1人 商工振興課

☎0848･67･6072

給食調理
嘱託員

週3日、
1日7時間45分 8,520円

西部共同調理場
（下北方一丁目）で
の給食調理業務

調理師免許を持っている人、職務と
して調理経験のある人 2人 学校給食課

☎0848･68･0149

参加費無料定　員　150人（先着順）
※希望者は直接、会場へ。

▲�内藤いづみさん

職　種 勤務日・時間 報 酬 主な業務内容 応　募　資　格 定 員 申し込み・
問い合わせ先

母子保健
推進委員 月５日程度 年額

36,000円 母子保健の推進 市内在住で20歳～70歳未満の人 1人 保健福祉課
☎0848･67･6061

受付期間　3月21日（火）まで
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�問い合わせ先

老人大学（ふれあい大学）の新入生を募集します
期�　間　４月～来年３月（月２回、年20回）
時　間　午前＝10時～11時30分
　　　　午後＝13時30分～15時
対�　象　大学＝ 昭和32年４月１日以前に生まれた人
　　　　大学院＝ その教科の経験が４、５年以上あ

る人、または同等の力のある人
入学金　大学＝6,000円（２教科目からは5,000円）
　　　　大学院＝5,000円
※材料・教材費など、別途実費が必要です。
申�し込み　3月7日（火）（消印有効）までに、往復はが

き（１枚につき１教科のみ）に記入例のとおり記入
し、老人大学事務局（〒723-0004館町二丁目３番
１号）へ

※応募多数の場合は抽選します。
※年度途中の入学はできません。

往信

往信（表） 返信（裏） 返信（表） 往信（裏）

返信
三
原
市
館
町
二
丁
目
３
番
１
号

老
人
大
学
事
務
局
行

応
募
者
の
住
所

応
募
者
の
名
前  

様

7 2 3 0 0 0 4
①希望する教科
　名
②郵便番号
③住所
④名前（ふりが
　な）
⑤電話番号

※　　  の部分を記入してください。 ※１枚につき１教科のみ。

52 52

問老人大学事務局　☎�℻ 兼用0848・64・6868
※火〜金曜日（祝日は休校）９時〜15時。

教　科　名 学習日（曜日） 定員（人） ところ
編物 第２・４（金）午前

各40

老人大学

生花 第２・４（水）午前
陶芸 第２・４（木）午前 28
レザークラフト 第１・３（金）午後 25
パッチワーク 第１・３（木）午前

各40

囲碁Ａ（初級者） 第１・３（金）午後
囲碁Ｂ（中・上級者） 第２・４（火）午後
脳力トレーニング① 第１・３（木）午前
脳力トレーニング② 第１・３（木）午後
英 会 話（中学生程度） 第１・３（火）午後
短歌 第１・３（木）午後 若干名
俳句 第１・３（水）午後 35
書道かな① 第２・４（水）午前

各40

書道かな② 第２・４（水）午後
書道漢字① 第１・３（水）午前
書道漢字② 第１・３（水）午後
絵手紙① 第２・４（木）午前
絵手紙② 第２・４（木）午後
写真 第２・４（水）午前

各35
水彩画 第２・４（金）午前
日本画 第１・３（火）午前 30
草花栽培 （園芸） 第２・４（木）午前 35
コーラス 第１・３（金）午前 80
大正琴 第２・４（木）午後

各30
複音ハーモニカ 第２・４（火）午後
民謡① 第２・４（金）午前

各40
民謡② 第２・４（金）午後
パソコン入門 第１・３（木）午後

各26
画像初級 第１・３（木）午後

健康体操 第２・４（水）午後 50 サン・シー
プラザ

３Ｂ体操 第１・３（火）午後 40 リージョン
プラザ

教　科　名 学習日（曜日） 定員（人） ところ

舞踊 第１・３（水）午前
各40

リージョン
プラザ

太極拳 第１・３（水）午後 武道館
染色 第２・４（水）午後 若干名

市民福祉会館
料理① 第２・４（火）午前

各36料理② 第２・４（水）午前
料理③ 第２・４（木）午前

◆本郷教室
教　科　名 学習日（曜日） 定員（人） ところ

カラオケ 第１・３（金）午後 60 本郷公民館
料理 第１・３（水）午前 36 本郷生涯学

習センターパソコン（経験者） 第１・３（火）午後 24

◆大和教室
教　科　名 学習日（曜日） 定員（人） ところ

パソコン 第1・3（火）午前 若干名 神田公民館

◆大学院
教　科　名 学習日（曜日） 定員（人） ところ

陶芸 第１・３（水）午前 若干名
老人大学

写真 第１・３（火）午前 20

※パソコンは進級制のため、入門以外は募集しません。
対象端末はウインドウズ8.1以降、オフィス2010以降
に限ります。
※画像初級はパソコン歴が５年以上あり、メールの送
受信やウェブの閲覧などができ、デジタルカメラを持
っている人が対象です。
※講座名①～③は同じ内容です。

記入例
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募集しています

生涯学習講座の受講生を募集します
期　間　５月〜来年２月
受講料　月１回講座=1,500円/年、月２回講座=3,000円/年
※材料費・教材費など、別途実費が必要です。
申�し込み　３月16日（木）（消印有効）までに、往復
はがき（１枚につき１教室のみ）に記入例のとお
り記入し、各申し込み先へ
※多数の場合は抽選。定員に満たない場合、開講
しないことがあります。
※日程などは変更する場合があります。
※　　は新規の講座です。

施　設　名 講　座　名 開講日（曜日） 時　間 定員（人） 申し込み先

中央公民館

ホームステイの英会話（初級） 第1・3（月） 13:30〜15:00 25

〒723-0015 円一町二丁目3番1号　
☎0848・64・2137

英会話入門（夜）ビギナー 第2・4（金） 18:30〜19:30 25
英会話中級（夜） 第1・3（月） 18:30〜20:00 20
TOMORROW英会話 第2・4（木） 13:30〜15:00 30
初めての中国語 第2・4（月） 18:30〜20:30 20
初めてのハングル 第1・3（火） 18:30〜20:30 30
ステップアップハングル 第2・4（火） 18:30〜20:30 30
フランス語（初級） 第2・4（金） 14:00〜16:00 20
エンジョイ ハワイアンキルト 第1・3（水） 10:00〜12:00 20
日常を元気に体幹トレーニング 第1・3（水） 10:00〜11:30 40
手話 第1・3（土） 9:30〜11:30 20
家庭で楽しむスイーツ 第3（月） 13:30〜16:30 24
はじめてのウクレレ 第1・3（金） 10:00〜11:30 20
姿勢改善ピラティス 第1・3（金） 10:30〜11:30 40
たのしい多国籍料理 第3（水） 10:00〜13:00 24
手打ちそば道場 第1（土） 9:30〜13:00 20

「三原学」事始め 第3（土） 10:00〜12:00 30
「人形劇創造｣講座 第4（金） 10:00〜12:00 15

地域学習センター
（さざなみ学校）

竹細工 第1・3（木） 9:00〜15:00 25
パッチワーク 第3（水） 10:00〜12:00 20

フラワーリース 第2（火）
（5月〜10月）
14:00〜16:00
（11月〜2月）
13:30〜15:30

25

すっきりヨガ 第2・4（木） 13:30〜15:00 20

明神会館
アーチカールエクササイズ 第2（木） 10:30〜11:30 20
こころとからだをほぐすリラッ
クスヨガ 第4（日） 13:30〜15:00 20

糸崎コミュニティセ
ンター

ティールームのお菓子作り 第2（木） 13:00〜16:00 14
〒729-0324 糸崎五丁目10番7号　
☎0848・62・6799

基本から学ぶ天然酵母パンと
イーストパン 第4（木） 9:30〜12:00 14
脳いきいきアート 第4（金） 13:30〜15:30 16

中之町コミュニティ
センター

折り紙で脳活性化 第3（水） 10:00〜12:00 16 〒723-0003 中之町二丁目2番1号　
☎0848・64・4099手縫いで楽しむ古布実用小物 第2・4（金） 10:00〜12:00 16

宮浦コミュニティセ
ンター

運動しながら脳を鍛えよう
（コグニサイズ） 第2・4（木） 10:00〜12:00 20 〒723-0051 宮浦六丁目9番22号　

☎0848・62・7944ベビーマッサージ&ママのリ
ラックスストレッチ 第2（金） ①10:00〜11:00

②11:00〜12:00
3〜11カ月の乳児
と保護者 各8組

沼田東コミュニティ
センター

オカリナ　基礎講座 第1・3（火） 14:00〜16:00 20 〒723-0145 沼田東町片島716番地　
☎0848・66・3179役に立つ大人の英会話 第2（金） 13:30〜15:30 20

須波コミュニティセ
ンター

ココロとカラダのいきいき体操 第2・4（火） 13:30〜15:00 20 〒723-0031 須波一丁目3番1号　
☎0848・67・0512世界の料理紀行2017 第4（水） 10:00〜13:00 18

幸崎コミュニティセ
ンター

歌と運動でリフレッシュ 第1・3（火） 13:30〜15:00 30 〒729-2252 幸崎能地三丁目8番13号
☎0848・69・0001音楽ふれあい教室 第1（金） 10:30〜11:30 1歳以上の未就園

児と保護者 15組
鷺浦コミュニティセ
ンター 笑って体元気体操 　第1・3（木） 14:00〜15:30 20 〒723-0022 鷺浦町向田野浦675番地4

☎0848・87・5004

往信

往信（表） 返信（裏） 返信（表） 往信（裏）

返信
各
申
し
込
み
先
の
住
所

各
申
し
込
み
先

応
募
者
の
住
所

応
募
者
の
名
前  

様

①郵便番号・住
　所
②名前（ふりが
　な）
③年齢
④電話番号
⑤施設名・講座
　名

※　　  の部分を記入してください。 ※１枚につき１教室のみ。
※記入の際、字の消えるボールペンは使わないでください。

52 52

 受講生募集

■三原地域

記入例
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■本郷地域
施　設　名 講　座　名 開講日（曜日） 時　間 定員（人） 申し込み先

本郷生涯学習セン
ター

茶道（裏千家） 第1・3（水） 10:00〜12:00 12

〒729-0417 本郷南六丁目25番1号　
☎0848・85・0701

パソコン初心者講座
（office 2007以上） 第1・3（月） 13:30〜15:30 20
パソコン初級講座

（office 2010以上） 第1・3（木） 13:30〜15:30 20
パソコン中級講座

（office 2010以上） 第2・4（火） 9:30〜11:30 20
たのしく食育クッキング 第1（火） 10:00〜13:00 16
やさしくストレッチ

（体幹トレーニング） 第2・4（火） 13:30〜15:00 20
ハングル初心者講座 第2・4（火） 13:30〜15:00 15
たのしく英会話 第2・4（水） 13:30〜15:30 20
押し花で飾ろう 第1・3（金） 13:30〜15:30 15
歌声のチカラ 第2・4（水） 13:30〜15:00 20
たのしむ絵画

（水彩・油彩・パステル） 第1・3（木） 13:30〜15:30 16
くらしの筆文字講座 第1・3（土） 10:00〜12:00 20
囲碁講座 第1・3（木） 9:30〜11:30 20
基礎からの書道 第2・4（木） 13:30〜15:30 16
リコーダーでたのしく脳トレ 第1・3（金） 13:30〜15:00 15

本郷公民館 本郷しの笛の会 第1・3（月） 19:00〜20:30 20 〒729-0414 下北方一丁目2番24号　
☎0848・86・4811アーチカールエクササイズ 第4（木） 10:30〜11:30 20

本郷コミュニティセ
ンタ−

男性の基本料理 第4（月） 10:00〜14:00 16 〒729-0417 本郷南六丁目25番1号　
☎0848・85・0701和紙ちぎり絵 第1（金） 13:00〜16:00 20

ドラム叩いて名/迷ドラマー 第3（土） 18:00〜20:00 12
船木コミュニティセ
ンタ−

手作りパン 第3（日）  9:30〜12:30 12 〒729-0411 本郷町船木1949番地　
☎0848・86・6731ハワイアン・フラ 第1･3（木） 14:30〜15:30 30

北方コミュニティセ
ンタ−

体にやさしい足つぼ教室 第4（月） 10:00〜12:00 20 〒729-0415 本郷町上北方1023番地1
☎0848・86・6237革細工を楽しむ会 第3･4（月） 13:30〜16:00 15

南方コミュニティセ
ンタ−

いきいき元気体操 第1･3（金） 13:30〜14:30 25 〒729-0413 本郷町南方3985番地1　
☎0848・86・4858ワイヤークラフト 第3（金） 13:00〜15:00 20

■久井地域
施　設　名 講　座　名 開講日（曜日） 時　間 定員（人） 申し込み先

久井公民館
（旧久井小学校）

四季を彩る押し花アート 第2（金） 9:30〜11:30 20 〒722-1412 久井町和草1883番地6
くい文化センター
☎0847・32・7138

天使の羽根ストレッチ 第2（月） 13:30〜15:30 20
四季を楽しむ盆栽 第2（木） 13:30〜15:30 20
グラスアート 第4（火） 　9:30〜11:30 20
始めてみようハーモニカ 第3（月） 13:30〜15:30 20 〒722-1412 久井町和草614番地

久井公民館　
☎0847・32・7139

初心者の生け花 第3（火） 10:00〜12:00 20
みんなで楽しむ世界の踊り 第3（火） 13:30〜15:30 20

久井南コミュニティ
センター

心豊かに絵手紙 第3（木） 13:30〜15:30 20 〒722-1416 久井町山中野1337番地
☎0847・32・6316しあわせ！手作りおやつ 第2（土） 13:30〜15:30 20

わくわく！トールペイント 第2（火） 13:30〜15:30 20

■大和地域
施　設　名 講　座　名 開講日（曜日） 時　間 定員（人） 申し込み先

大和文化センター

着物着付け教室 第3（水） 9:30〜11:30 12
〒729-1406 大和町下徳良111番地　
☎0847・33・1115

楽しいデコパージュ 第4（水） 13:30〜15:30 12
美しい姿勢に！ピラティス 第1・3（金） 13:30〜15:00 15
みんなで楽しく！フォークダ
ンス 第2・4（木） 13:30〜15:30 15

神田公民館
楽しくストレッチ体操 第2・4（金） 13:30〜15:00 20 〒729-1406 大和町下徳良106番地1

☎0847・33・1725お花のハーモニー　
〜花を飾ろう 第4（水） 13:30〜15:30 15

大草公民館
ハッピークラフト 第2（月） 9:30〜12:00 12

〒729-1211 大和町大草9131番地2　
☎0847・34・0032

初めてのフラダンス 第3（木） 14:00〜15:00 20
かけがえのないことば

「日本語（方言）講座」 第3（金） 13:30〜15:00 20

和木公民館
アロマでいきいき！ 第3（木） 10:00〜11:30 15 〒729-1321 大和町和木1531番地6　

☎0847・34・0804操体法 第2（金） 13:30〜15:30 20
始めてみようパッチワーク 第4（金） 10:00〜12:00 15

椹梨公民館
ゆるりヨガ 第3（木） 19:00〜20:30 20 〒729-1331 大和町椋梨1004番地　

☎0847・34・0252やさしいクラフト 第4（月） 13:30〜16:00 15
古布あそび 第4（火） 13:30〜15:30 20
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イベント情報イベント情報

映画のつどい
リージョンプラザ

��リージョンプラザ（☎0848・64・7555）

　市内の読み語りボランティアグループが、大型絵本や
紙芝居などで子どもたちを絵本の国へ誘います。
ところ　中央公民館　大講堂
参�加グループ　虹の会・すみれ文庫・アリスの会・ねむの木
対　象　小学生以下

��鷺浦コミュニティセンター（☎0848・87・5004）

読み語りボランティアグループの共演
ようこそ ！ 絵本のくにへ ！

18日（土）13時30分～15時

��中央図書館（☎0848・62・3225）

参加費無料

佐木島音楽会2017
12日（日）18時30分～20時30分

５日（日）①10時30分～②14時～ 29日（水）①10時30分～②14時～③18時30分～

家族劇場 特別劇場神さま、おねがい 湯を沸かすほどの熱い愛
　本編終了後にＮＧ集の
上映と舞台あいさつがあ
ります。

入�場料　1,200円（1,000
円）、３歳～高校生900
円（700円）

※（　）内は前売り券の料金。
※各回限定100枚の前売
りペア券（親子または３歳�
～高校生２人）は1,000円。

平成28年度優秀映画鑑賞推進事業
昭和の大女優映画祭 特別劇場

入�場料　1,800（1,500）円、
大学生1,500（1,300）円、
３歳～高校生1,000（800）
円、60歳以上1,100円、
どちらかが50歳以上の
夫婦２人で2,200円

※（　）内は割引券利用の料金。
※障害者手帳を提示した人
は1,000円。
※年齢などを証明できるも
のを提示してください。

割�引券設置場所　リージョンプラザ、中央図書館、中
央公民館、各文化センター、ポポロ、うきしろロ
ビー、フジグラン三原�ほか

▲�五瓣の椿

▲�夜の河

▲�雪国

▲�五番町夕霧楼

と�ころ　サギ・セミナー・センター（鷺浦
町向田野浦）
内�　容　市内外で活動するミュージシ
ャンによるジャズ、歌謡曲、フォーク
ソングなどのコンサート
入�場料　1,500円、高校生以下無料
販�売場所　鷺浦コミュニティセンター、
みなと茶屋、みはらまちづくり兎っ兎

前�売り券販売場所　リージョンプラザ、ポポロ、うき
しろロビー、フジグラン三原、みどり書店

11日（土）　
①10時～　　��雪国
②12時30分～�五

ごべ ん
瓣の椿

③15時40分～�夜の河
④18時～　　��五番町夕霧楼

12日（日）
①10時～　　��五番町夕霧楼
②12時40分～�雪国
③15時30分～�五瓣の椿
④18時30分～�夜の河

入場料（１作品）　500円、�
　高校生以下300円
※障害者手帳を提示した人�
は300円。
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�問い合わせ先�問い合わせ先

カノープスと早春の星空観望会

　カノープスは南中時に地平線
すれすれに見える星。中国では
南極老人星や寿星とも呼ばれ、
見ると長生きできると伝えられ
ています。
入場料　310円、中高生210
円、小学生100円、小学生未
満無料
�生涯学習課（☎0848・64・2137）、宇根山天文台（☎
0847・32・7145※開館日のみ。）

２０日（月） 18時～22時

宇根山天文台

５月14日（日）１５時～

４日（土）16時30分～

八幡龍王山

春風亭昇太の“おも城ばなし”と落語会

気軽にライブ
早春のきらめき　
チェンバロ、バイオリンで奏でる調べ�～バレエとともに～

内　容　市内業者が生産・加工した農水産物の販売

出店料　１区画につき1,000円/日
申し込み　商工会議所へ

定　員　50店（申し込み先着順）
出店料　無料
申し込み　商工会議所へ

出店者の募集

出店者の募集

三原駅前市民広場のイベント

�商工会議所（☎0848・62・6155）

４日（土）・５日（日）９時～ 骨董市＆フリーマーケット

11日（土）８時～11時 軽トラ朝市

と�ころ　集合：JR三原駅西口（隆景広場）
内�　容　八幡龍王山の登山、御調八幡宮散策
定�　員　30人（申し込み先
着順）
参�加費　2,500円（弁当付
き、貸切バス代、ガイド料
など）
申し込み先　三原観光協会
（☎0848・67・5877）

　おなじみ春風亭昇太のたっぷり
笑える落語会とお城にまつわる
トークショーです。
出　演　春風亭昇太、萩原さちこ
（城郭ライター）
入場料　4,500円
※小学生から入場できます。
販売場所　ポポロ、ポポロオンラ
イン�ほか

　チェンバロとバイオリンで奏でる優雅な
音色を、バレエとともにお楽しみください。
ところ　ホワイエ
出�　演　小田郁枝（チェンバロ）、岡本彩香（バイオリン）、
大古美織（バレエ）
予�定曲　モンティ／チャールダーシュ、クープラン／百
合の花開く、ラモー／タンブーラン�ほか
入場料　1,000円　
販�売場所　ポポロ

　金管アンサンブルの演奏で楽し
いひとときをお過ごしください。
ところ　ホワイエ
出　演　あおぞら金管合奏団
予�定曲　聖者の行進、上を向いて
歩こう、となりのトトロ�ほか
入場料　500円
販�売場所　ポポロ

▲�あおぞら金管合奏団

▲�春風亭昇太

三原10名山登山ツアー

12日（日）９時30分～

芸術文化センター ポポロ

全席自由
入場券販売中

全席指定
入場券販売中

�芸術文化センター�ポポロ（☎0848･81･0886）

▲�小田郁枝 ▲岡本彩香 ▲�大古美織

12日（日）14時～

音楽のTOBIRA
春のお散歩コンサート

全席自由
入場券販売中
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放
送
日
時　
６
日（
月
）・13
日（
月
）・

20
日（
月
）（
最
終
回
）

※
い
ず
れ
も
21
時
54
分
～
22
時
。

放
送
局　
テ
レ
ビ
新
広
島（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
）

問
い
合
わ
せ
先　
観
光
課（
☎
０
８

４
８・67・６
０
１
５
）

請
求
期
限　
平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

請
求
場
所　
社
会
福
祉
課
、
各
支
所

対
象　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
、
平

成
27
年
4
月
1
日
現
在
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
し

て
い
な
い
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
遺
族
1
人

①
弔
慰
金
受
給
権
者

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母・
孫・
祖
父

母・兄
弟
姉
妹

④
戦
没
者
な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

支
給
額　
額
面
25
万
円（
５
年
償
還

の
記
名
国
債
）

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
８
）　

内
容　
自
然
災
害
に
よ
る
不
作
や
価

格
低
下
に
よ
る
収
入
の
減
少
を
補
填

対
象　
青
色
申
告
を
行
な
っ
て
い
る

個
人
ま
た
は
法
人

※
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
人

は
、
15
日（
水
）ま
で
に
申
請
書（
提

出
先
に
用
意
）を
三
原
税
務
署
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
中
国
四
国
農
政
局

広
島
県
拠
点
地
方
参
事
官
室（
☎

０
８
２・２
２
８・５
８
４
０
）

　
全
て
の
蛇
口

を
閉
め
た
状
態

で
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
が
回
っ
て

い
た
ら
漏
水
で
す
。
発
見
し
た
と
き

は
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
修
理
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。
漏

水
の
場
合
、
水
道
料
金
の
軽
減
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
水
道
部
工
務
配
水

課（
☎
０
８
４
８・64・２
２
９
４
）

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
防
火
の
設
備
を

整
え
、
火
元
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
消
防
訓
練

と
き　
５
日（
日
）9

時
30
分
～

と
こ
ろ　
館
町
一
丁

目
街
区・三
原
小
学
校

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
４
８・64・５
９
２
７
）

期
間　
3
月
5
日（
日
）～
4
月
末

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

と
き　
19
日（
日
）9
時
～
16
時　

と
こ
ろ　
集
合：Ｊ
Ｒ
三
原
駅
西
口

内
容　
風
土
記
の
丘（
三
次
市
）の
見

学
、ゲ
ー
ム
な
ど
で
外
国
人
と
交
流

定
員　
40
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円

用
意
す
る
物　
昼
食

申
し
込
み
先　
人
参
の
会　
仁
ノ
内

さ
ん（
☎
０
８
４
８・64・５
３
２
１
）

①
化
粧
水
＆
椿
油
作
り

と
き　
18
日（
土
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

定
員　
10
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
6
０
０
円

②
薬
草
料
理
教
室

と
き　
19
日（
日
）10
時
～
14
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

定
員　
20
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
8
０
０
円

③
日
本
三
大
山
城

新
高
山
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
登
山

と
き　
4
月
1
日（
土
）9
時
～

と
こ
ろ　
集
合：本
郷
支
所

定
員　
50
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意
す
る
物　
昼
食

④
筆
影
山
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
き　
3
月
25
日（
土
）9
時
～
12
時

と
こ
ろ　
集
合：和
田
公
民
館

内
容　
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
の
登
山

定
員　
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
3
月
15
日（
水
）ま
で

申
し
込
み
先　
①
②
か
ん
き
ょ
う
会

議
浮
城　
村
上
さ
ん（
☎
０
７
０・

３
９
６
８・３
５
６
４
）③
本
郷
町

観
光
協
会（
☎
０
８
４
８・
86・
５

７
１
７
）④
生
活
環
境
課（
☎
０
８

４
８・67・６
１
９
４
）

掲示板
生活情報

移
転
作
業
の
た
め
久
井
歴
史

民
俗
資
料
館
を
休
館
し
ま
す

農
家
を
対
象
と
し
た
収
入

保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

催
　
し

パイロット
水道メーター

水
道
管
の
漏
水
確
認
を

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
忘
れ
ず
に

１
日（
水
）～
７
日（
火
）

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

﹁
み
は
ら
幸し
あ
わ
せ福さ
ん
ぽ
～
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
～
﹂を
放
映
中

環
境
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

国
際
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
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と
久
井
の
岩
海
／
広

島
大
学
准
教
授　
早

坂
康
隆
さ
ん
、
②
久

井
の
岩
海
の
昆
虫
た

ち
／
広
島
虫
の
会
会

長　
小
阪
敏
和
さ
ん

定
員　
50
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

と
き　
28
日（
火
）13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
ペ
ア

シ
テ
ィ
三
原
西
館
2
階
）

対
象　
市
内
で
就
職
を
希
望
す
る
人

※
参
加
企
業
な
ど
、詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
振
興
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
７
２
）

と
き　
24
日（
金
）～
26
日（
日
）９
時 

～
18
時

内
容　
熊
谷
喜
八
さ
ん
監
修
の
鶏
肉

料
理（
１
日
10
食
限
定・
11
時
～
）

や
だ
し
汁
で
食
べ
る
米
粉
の
タ
コ

焼
き
の
販
売（
９
時
～
）な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
道
の
駅 

み
は
ら

神
明
の
里（
☎
０
８
４
８・
63・
８

５
８
５
）

●
池
坊
三
原
御
豊
支
部
花
展

と
き　
4
日（
土
）・
５
日（
日
）10
時

～
18
時（
5
日
は
16
時
ま
で
）

●
中
国
新
聞
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー 

三
原
水
彩
画
教
室
作
品
展

と
き　
7
日（
火
）～
13
日（
月
）10
時

～
17
時（
7
日
は
13
時
か
ら
、
13

日
は
15
時
30
分
ま
で
）

●
三
原
や
っ
さ
踊
り
振
興
協
議
会 

公
開
練
習

と
き　
14
日（
火
）18
時
30
分
～

●
三
原
市
文
化
協
会
デ
ジ
タ
ル
写
真
展

と
き　
14
日（
火
）～
18
日（
土
）10
時

～
17
時（
14
日
は
12
時
か
ら
、18
日

は
15
時
ま
で
）

●
直
美
の
部
屋
コ
ン
サ
ー
ト 

～
木
管
五
重
奏
の
調
べ
～

と
き　
26
日（
日
）14
時
～

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

と
き　
5
日（
日
）10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　
合
唱・合
奏
の
発
表

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

と
き　
20
日
を
除
く
月・
木
曜
日
13

時
～
16
時
、
土
曜
日
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
三
原
だ
る
ま

工
房（
港
町
一
丁
目
）

内
容　
土
台
作
り
、 

面
相
描
き

参
加
費　
６
０
０
円

申
し
込
み
先　
三
原
観
光
協
会（
☎

０
８
４
８・67・５
８
７
７
）

と
き　
4
月
8
日（
土
）9
時
～
12
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

内
容　
土
地
の
境
界

ト
ラ
ブ
ル
、
不
動

産
の
表
示
登
記
な

ど
の
相
談

問
い
合
わ
せ
先　
広
島
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
尾
道
支
部（
☎
０
８
４

８・62・７
７
２
１
）

と
こ
ろ　
幸
崎
能
地
四
丁
目

※
利
用
料
は
船
の
大

き
さ
で
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
募
集
要
項

（
提
出
先
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
用
意
）で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
14
日（
火
）ま
で
に
農
林

水
産
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

７
７
）へ

と
き　
11
日（
土
）13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
吉
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ム（
久
井
町
吉
田
）

内
容　
①
１
億
年
前
頃
の
中
国
地
方

久
井
の
岩
海
調
査
報
告
会

道
の
駅 

み
は
ら
神
明
の
里

創
業
感
謝
祭

み
は
ら
能
地
フ
ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
ナ
の
利
用
者
を
募
集

三
原
だ
る
ま
を
作
ろ
う

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し

不
動
産
の
無
料
相
談
会

ひろしま
さとやま未来博2017
オープニングフェスタ

と 　き　25日（土） 
10時30分～

と ころ　三次市民
ホール きりり（三
次市三次町）

内 　容　式典、トークイ
ベント（女優 東 ちづ
るさん）、合唱・太鼓演
奏、パン工房の出店

問 い合わせ先　ひろし
ま里山交流プロジェ
クト実行委員会事務
局（☎082・513・2632）

第
27
回
け
ん
み
ん
文
化
祭

尾
三
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

合
同
企
業
説
明
会

▲東ちづるさん
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先　
自
衛
隊
広
島
地
方
協

力
本
部
尾
道
出
張
所（
☎
０
８
４

８・22・６
９
４
２
）

申
込
期
間　
3
月
31
日（
金
）～
4
月

12
日（
水
）

試
験
日　
6
月
11
日（
日
）

※
応
募
資
格
な
ど
、詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
税
務
署（
☎

０
８
４
８・62・３
１
３
１
）

申
込
期
間　
3
月
31
日（
金
）～
4
月

4
日（
火
）

試
験
日　
5
月
14
日（
日
）

※
応
募
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
海
上

保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
海
上
保
安
庁
広
島

航
空
基
地（
☎
０
８
４
８・
86・
９

１
９
１
）

と
き　
毎
日
10
時
～
17
時
の
う
ち
１

時
間

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住・在
勤
の
外
国
人

申
し
込
み
先　
生
涯
学
習
課（
☎
０

８
４
８・64・２
１
３
７
）

と
き　
11
日（
土
）・
25
日（
土
）10
時

30
分
～
12
時

と
こ
ろ　
集
合：う
き
し
ろ
ロ
ビ
ー

内
容　
隆
景
広
場
、船
入
櫓
な
ど
を
巡
る

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
観
光
協
会

（
☎
０
８
４
８・67・５
８
７
７
）

と
き　
①
４
月
～
来
年
１
月
の
水
曜

日
13
時
30
分
～
15
時
②
４
月
～
来

年
２
月
の
金
曜
日
18
時
30
分
～
20

時（
全
40
回
）

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
聴
覚
障
害
や
手
話
の
基
礎
学

習
と
日
常
会
話
手

話
の
習
得

対
象　
高
校
生
以
上

受
講
料　
１
，１
２
０
円（
保
険
料
込
み
）

申
し
込
み　
31
日（
金
）ま
で
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・
67・
９

３
３
９
）へ

●
南
方
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭

と
き　
12
日（
日
）9
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ・
問
い
合
わ
せ
先　
南
方
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８

４
８・86・４
８
５
８
）

●
神
田
公
民
館
ま
つ
り

と
き　
5
日（
日
）10
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ・問
い
合
わ
せ
先　
神
田
公
民

館（
☎
０
８
４
７・33・１
７
２
５
）

●
中
央
公
民
館
作
品
展
示・
学
習
発

表
会

と
き　
4
日（
土
）・
5
日（
日
）9
時

～
17
時（
５
日
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ・問
い
合
わ
せ
先　
中
央
公
民

館（
☎
０
８
４
８・64・２
１
３
７
）

任
期　
６
月
～
来
年
２
月

内
容　
広
報
み
は
ら
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
点
検・
評
価（
9

回
）、会
議
へ
の
出
席（
2
回
）

応
募
資
格　
市
内
在
住・在
学・在
勤

で
15
歳
以
上
の
人

報
酬　
５
，０
０
０
円
相
当
の
産
品

申
し
込
み　
24
日（
金
）ま
で
に
申
込

書（
提
出
先
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

用
意
）と
作
文｢

広
報
へ
の
期
待｣

（
４
０
０
字
程
度
）を
総
務
広
報
課

（
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
７
）へ

受
付
期
間　
21
日（
火
）～
31
日（
金
）

受
付
場
所　
建
築
課

募
集
住
宅　
久
井・
大
和
地
区
の
住

宅
、小
西
北
住
宅（
高
齢
者
向
け
）、

本
佐
木
住
宅 

※
詳
し
く
は
資
料
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
資

料
の
配
布
は
21
日
か
ら
建
築
課・
市

民
課・各
支
所
で
。

問
い
合
わ
せ
先　
建
築
課（
☎
０
８

４
８・67・６
１
２
０
）

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

入
会
金　
５
０
０
円

●
洋
画

と
き　
①
第
1・
3
土
曜
日
13
時
～

17
時
②
第
2
土
曜
日
9
時
～
12
時

対
象　
①
中
学
生
以
上
②
小
学
生

受
講
料　
①
月
５
０
０
円
②
年
３
，

０
０
０
円

●
写
真（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
初
心
者

コ
ー
ス
）

と
き　
第
3
土
曜
日
9
時
～
12
時

受
講
料　
年
3
，０
０
０
円

申
し
込
み
先　
文
化
協
会（
文
化
課

内
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４
）

区
分　
①
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
②
予

備
自
衛
官
補

申
込
期
限　
①
5
月
5
日（
金
）ま
で

②
4
月
7
日（
金
）ま
で

試
験
日　
①
5
月
13
日（
土
）②
4
月

14
日（
金
）

※
応
募
資
格
な
ど
、詳
し
く
は
自
衛
隊

国
税
専
門
官

海
上
保
安
学
校
の
学
生

日
本
語
教
室
の
受
講
生

自
衛
官

市
営
住
宅
の
入
居
者

手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座

文
化
協
会
の
教
室
の
受
講
生

募
　
集

広
報
モ
ニ
タ
ー

生
涯
学
習
発
表
会

城
下
町
ウ
オ
ー
ク
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各講座は申し込み先着順です。受け付けは１日（水）10時からです。生涯学習講座

図書館アラカルト 休館日　中央図書館＝20日（月）
　　　　本郷・久井・大和図書館＝20日（月）、火曜日

　
中央図書館（☎0848・62・3225）

●ねむの木　おはなしのひろば
と　き　3月４日（土）・18日（土）･4月１日（土）10時
30分～11時30分

●虹の会　絵本のよみかたり
と　き　11日（土）・25日（土）14時～14時30分
※25日は手話通訳があります。
●虹の会　０歳からのよみかたり
と　き　17日（金）10時30分～11時、11時15分
～11時45分

●ぽけっといっぱいのおはなし会
と　き　２日（木）11時～11時30分
●読書会
と　き　27日（月）13時30分～15時
内　容　フリートーク

本郷図書館（☎0848・85・0703）
●こんぺいとう　おはなし会
と　き　23日（木）10時30分～11時
ほんごう子ども図書館（☎0848・86・6066）

●おはなし会
と　き　７日（火）10時30分～11時、11日（土）・
25日（土）14時～15時

久井図書館（☎0847・32・7138）
●おはなし会
と　き　25日（土）13時30分～14時

大和図書館（☎0847・33・1115）
●絵本とおはなしの時間
と　き　11日を除く土曜日10時30分～11時、
12日（日）14時～14時30分

おすすめ本

　セラピー犬が訪問する小児
病棟。子どもたちの生きる力
を引き出し、心の成長を促し
た大切なものは何か。4人の子
どもたちを通して「生きる」こ
とを描いた１冊。

　花飾りや新聞紙のかぶと、紙
相撲など、109種類の日本古
来の遊びを、だるまちゃんの
イラストとともに紹介します。

　行方不明だった母親が帰っ
て来た。面影に違和感を覚え
ながらも、受け入れる娘たち。
疎遠な関係だった三姉妹が、
母親の作ったパッチワークを
きっかけに、少しずつ距離を
縮めていく。切なく温かいミ
ステリー。

『犬が来る病院
命に向き合う子どもたちが教えてくれたこと』
 大

おおつか
塚敦

あつ こ
子/著

『だるまちゃんと楽しむ 日本の
子どものあそび読本』

加
か こ
古里

さと し
子/著

『木もれ日を縫う』 谷
たに
 瑞
みず え
恵/著

講座名 と　き 対　象 定 員 参加費 申込期限 ところ・申し込み先

認知症予防運動プログラム
コグニサイズ体験教室

９日（木）
10時～12時

大人

30人 100円 8日（水）
まで

宮浦コミュニティセンター
（☎0848・62・7944）

ゆったりヨガで
リフレッシュ

11日（土）
10時～11時30分 20人 100円 8日（水）

まで
須波コミュニティセンター
（☎0848・67・0512）

古布でつくる
ほおずき形巾着

16日（木）
13時30分～15時30分 20人 500円 10日（金）

まで
幸崎コミュニティセンター
（☎0848・69・0001）

たのしくストレッチ体操 24日（金）
13時30分～15時30分 20人 100円 21日（火）

まで
神田公民館
（☎0847・33・1725）

初心者のためのスマホ講座 28日（火）13時30分～15時 10人 100円 17日（金）
まで

宮浦コミュニティセンター
（☎0848・62・7944）



内
容　
運
動
に
つ
い
て
の
講
義
や
実
習

対
象　
75
歳
以
下
で
、
受
講
後
に
運

動
の
普
及
活
動
が
で
き
る
人

定
員　
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
31
日（
金
）ま
で
に
保
健
福

祉
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
３
）へ

内
容　
血
糖
値
の
自
己
測
定
、
薬
剤

師
に
よ
る
結
果
説
明
と
指
導

※
実
施
薬
局
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
40
～
75
歳
未
満
の
人

測
定
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
３
）

実
施
場
所　
県
内
の
広
域
予
防
接
種

受
託
医
療
機
関

用
意
す
る
物　
予
防
接
種
券
、予
防
接

種
予
診
票
、住
所
が
確
認
で
き
る
物

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
２
３
４
）

と
き　
6
月
～
12
月
の
全
6
回

※
い
ず
れ
も
9
時
30
分
～
15
時
。

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
な
ど

内
容　
食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康

に
つ
い
て
の
講
義
と
調
理
実
習

対
象　
70
歳
以
下
で
、
受
講
後
は
食

育
の
推
進
活
動
が
で
き
る
人

申
し
込
み　
4
月
28
日（
金
）ま
で
に

保
健
福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・

６
０
５
３
）へ

と
き　
10
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
4
階

テ
ー
マ　
障
害
年
金
に
つ
い
て

講
師　
押
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク
精
神
保
健

福
祉
士　
寺
井
俊
江
さ
ん

対
象　
こ
こ
ろ
の
病
を 

抱
え
る
人
の
家
族

申
し
込
み
先　
三
原
地
区
精
神
障
害

者
家
族
会「
三
保
会
」事
務
局（
☎

０
８
４
８・67・７
１
０
１
）

と
き　
22
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時
30
分　

と
こ
ろ　
県
東
部
建
設
事
務
所
三
原

支
所（
円
一
町
二
丁
目
）

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

申
し
込
み　
17
日（
金
）ま
で
に
県
東

部
保
健
所（
☎
０
８
４
８・
25・
４

６
４
０
）へ

と
き　
9
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
4
階

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

定
員　
2
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
７
日（
火
）ま
で
に
保
健

福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

６
１
）へ

と
き　
5
月
～
8
月
の
全
6
回

※
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時
。

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
な
ど

と
き　
24
日（
金
） 

10
時
～
13
時　

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

対
象　
65
歳
以
上
で
１
人
暮
ら
し
の

男
性
、
男
性
介
護
者

定
員　
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
２
５
０
円

申
し
込
み　
17
日（
金
）ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
０
８
４
８・
63・

０
５
７
０
）へ

と
き　
①
16
日（
木
）13
時
30
分
～
15

時
30
分
②
17
日（
金
）14
時
～
16
時

と
こ
ろ　
①
サ
ン・
シ
ー
プ
ラ
ザ
3

階
②
本
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

対
象　
要
支
援・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人

定
員　
各
10
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

と
き　
4
月
２
日（
日
）9
時
～
12
時

と
こ
ろ　
白
竜
湖
ス
ポ
ー
ツ
村
公
園

内
容　
①
お
花
見
コ
ー
ス
４
㎞
②
健

脚
自
慢
コ
ー
ス
９
㎞

定
員　
２
０
０
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円（
小
学
生
以
下

は
無
料
）

申
し
込
み　
3
月
27
日（
月
）ま
で
に

申
込
書（
各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
に
用
意
）ま
た
は
電
話
で

大
和
町
自
治
振
興
連
合
会（
☎
０

８
４
７・33・０
２
２
３
）へ

薬
局
で
の
糖
尿
病
リ
ス
ク

測
定
は
31
日（
金
）ま
で

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防

接
種
は
31
日（
金
）ま
で

男
性
の
料
理
教
室

食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
講
座

運
動
普
及
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座

第
11
回
大
和
町
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

22平成 29 年３月号 広報みはら

ひろば
健康

運
動
機
器
利
用
の
講
習

こ
こ
ろ
の
な
ん
で
も
相
談

精
神
保
健
福
祉
相
談

　最近、「物事が覚えられない」「すぐに忘れてし
まう」などの相談が増えています。こうした物
忘れは、単に加齢によるものだけでなく、認知
症の症状かもしれないので注意が必要です。
　認知症による物忘れには、自分自身の行動や慣
れ親しんだ物事を忘れてしまうといった特徴が
あります。本人は思い出せない事が増えて不安が
強くなり、怒りっぽくなったり、人との交流を避け
るようになったりすることもあります。
　認知症の始まりは、老化現象と紛らわしく、
周囲の人には分かりにくいものです。身近な家
族だからこそ、「もしかして？」と気付くことが
できます。以前に比べて物忘れが増えた、感情
が不安定になったと感じたときは、専門機関へ
相談しましょう。
　市では、認知症初期集中支援チームを配置し
ています。看護師や作業療法士など、専門の知
識を持ったスタッフが自宅を訪問し、本人や家
族の状況にあった医療・介護サービスが受けら
れるように支援しています。
　認知症は、早期発見・治療によって、症状を
軽減し、進行を遅らせることができる病気です。
自分自身や家族の物忘れが気になったら、まず
は高齢者福祉課（☎0848・67・6055）に相談し
てください。

その物忘れ、まず相談してみてください
保健師です

家
族
の
つ
ど
い
＆
勉
強
会

保健師　砂田 真由美

こ ん に ち は
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と
き　
9
日（
木
）・
28
日（
火
）10
時

～
12
時
、
13
時
15
分
～
14
時
45
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
4
階

内
容　
子
育
て
相
談
、親
子
遊
び
の
紹
介

対
象　
2
歳
ま
で
の
子
と
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・67 

・６
２
１
７
）

と
き　
9
日（
木
）①
10
時
～
12
時 

②
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容
　
乳
房
ケ
ア
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

対
象　
①
妊
娠
５
カ
月
以
降
②
産
後

５
カ
月
ま
で
の
人

定
員　
各
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
8
日（
水
）ま
で
に
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

０
８
４
８・67・６
２
１
７
）へ

と
き　
7
日（
火
）・
16
日（
木
）10
時

～
12
時
、
13
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

内
容　
乳
幼
児
の
発
達
や
子
育
て
の

相
談
、
専
門
機
関
の
紹
介
な
ど

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

申
し
込
み
先　
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・
67・

６
２
１
７
）

と
き　
23
日（
木
）10
時
30
分
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
4
階

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

対
象　
0
歳
児
と
保
護
者

用
意
す
る
物　
バ
ス
タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
3
日（
金
）・17
日（
金
）

※
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時
、
13
時
～

15
時
の
う
ち
1
時
間
。

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

内
容　
乳
房
ケ
ア
、
自
己
マ
ッ
サ
ー

ジ
方
法
の
紹
介
な
ど

対
象　
出
産
前
後
の
人

定
員　
各
4
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
相
談
日
の
前
日
ま
で
に

応援
子育て

用
意
す
る
物　
予
防
接
種
券
、
予
防

接
種
予
診
票
、
母
子
健
康
手
帳
、

住
所
が
確
認
で
き
る
物

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
２
３
４
）

と
き　
4
月
7
日（
金
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
妊
娠・出
産
の
話
、栄
養
講
座

対
象　
妊
娠
5
カ
月
以
降
の
人

定
員　
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
4
月
5
日（
水
）ま
で
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
４
８・67・６
２
１
７
）へ

と
き　
4
月
6
日（
木
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
4
階

内
容　
産
後
の
母
体
ケ
ア
の
紹
介

定
員　
5
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
4
月
5
日（
水
）ま
で
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
４
８・67・６
２
１
７
）へ

補
助
対
象　
妊
婦
一
般
健
康
診
査
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア

検
査
、
新
生
児
聴
覚
検
査

※
補
助
額
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
月
末
に
受
診
す
る
人
は
事
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
31
日（
金
）ま
で
に
申
請

書（
提
出
先
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
用
意
）を
保
健
福
祉
課（
☎
０
８

４
８・
67・
６
０
６
１
）、
各
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

対
象　
小・中
学
生
の
い
る
世
帯

※
収
入
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

援
助
額　
次
の
表
の
と
お
り

申
込
期
間　
随
時

※
4
月
か
ら
の
援
助
を
希
望
す
る
人

は
、
4
月
21
日（
金
）ま
で
。

申
し
込
み　
申
請
書（
通
学・入
学
す

る
学
校
に
用
意
）を
各
学
校
へ

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
５
４
）

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
４
８・67・６
２
１
７
）へ

と
き　
20
日（
月
）9
時
～
12
時
、
14

時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　
興
生
総
合
病
院（
円
一
町
二

丁
目
）（
☎
０
８
４
８・63・５
５
０
０
）

 

と
き・と
こ
ろ　
①
8
日（
水
）・本
郷

ひ
ま
わ
り
保
育
所
②
9
日（
木
）・

円
一
保
育
所
③
9
日（
木
）･

神
田

公
民
館
④
10
日（
金
）・
久
井
認
定

こ
ど
も
園

※
受
け
付
け
は
①
④
10
時
～
11
時
②
10

時
～
10
時
30
分
③
9
時
30
分
～
11
時
。

内
容　
身
体
測
定
、
育
児・栄
養・歯

科
相
談
、
遊
び
の
広
場

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

対
象　
麻
し
ん・
風
し
ん
の
定
期
予

防
接
種
を
１
回
し
か
受
け
て
い
な

い
、
平
成
22
年
4
月
2
日
～
平
成

23
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

実
施
場
所　
県
内
の
広
域
予
防
接
種

受
託
医
療
機
関

小学生 中学生
学用品・
通学用品費

13,650円
（11,420円）

24,550円
（22,320円）

新入学
学用品費 （20,470円）（23,550円）

修学旅行費 28,300円まで 57,290円まで
学校給食費 実　費
※（　）内は新１年生の額。
※額は変更になる場合があります。

県
外
で
妊
婦
健
診
を
受
け

た
人
に
補
助
金
を
交
付

麻
し
ん・風
し
ん
予
防
の

無
料
接
種
は
31
日（
金
）ま
で

ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン

祝
日
の
小
児
科
救
急
当
番
医
院

子
育
て
応
援
相
談

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド

産
前・産
後
セ
ル
フ
ケ
ア
教
室

産
後
セ
ル
フ
ケ
ア
教
室

就
学
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

母
乳
育
児
相
談
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消費生活の心得　児童館へおいでよ！

児 童 館 へ お い で よ ！ 申し込み先　児童館（☎■℻ 兼用0848・67・1123）

～知
っ得情報～

消費生活
の心得24

　

３
年
間
住
ん
で
い
た
賃
貸
住
宅
を
退
去
し
た
。
壁

に
画
び
ょ
う
を
刺
し
た
り
、
汚
し
た
り
せ
ず
に
住
ん

で
い
た
が
、
精
算
明
細
書
を
見
る
と
、
壁
紙
の
張
り

替
え
と
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
費
用
と
し
て
、
敷

金
を
超
え
る
額
が
請
求
さ
れ
て
い
た
。
管
理
会
社
に

問
い
合
わ
せ
る
と
、｢

壁
紙
は
一
部
で
も
汚
れ
て
い
た

ら
全
部
張
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
人
に
は
、
必
ず
費
用
を
負
担
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
敷
金
を
超
え
た
金
額
は
貸
主
の
負
担
に

す
る｣

と
言
わ
れ
た
が
、
敷
金
が
返
っ
て
こ
な
い
こ
と

に
納
得
で
き
な
い
。 

（
20
歳
代
、
女
性
）

　
相
談
者
に
は
、
契
約
書
の
内
容
を
よ
く
確
認
す
る

よ
う
に
助
言
し
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
消
費
者
契
約
法
に
つ
い
て
説
明
し
、
精
算
明

細
書
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、納

得
で
き
な
い
点
は
交
渉
す
る
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。

　
入
退
去
時
は
貸
主・
管
理
会
社・
仲
介
業
者
な
ど
の

立
ち
合
い
の
も
と
、
部
屋
の
傷
や
汚
れ
の
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
入
居
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
は
、
退

去
時
と
の
比
較
の
た
め
、
日
付
入
り
の
写
真
を
撮
っ

て
お
く
こ
と
も
有
効
で
す
。

　
ま
た
、国
土
交
通
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
読
み
、原

状
回
復
の
考
え
方
を
理

解
し
た
上
で
、
退
去
時

の
立
ち
会
い
に
臨
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
敷
金
の
精
算
内
容
に

納
得
で
き
な
い
場
合
は
、

修
理
明
細
を
請
求
し
て
、

負
担
割
合
を
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

　
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が
難
し
い
場
合
は
、
民
事

調
停
や
少
額
訴
訟
な
ど
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
。
困

っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
何
気
な
く
　
言
っ
た
言
葉
が
　
胸
を
刺
す

（
中
学
２
年
生
の
作
品
）

《
相
談
内
容
》

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

消費生活の困り事はこちらへ
消費生活センター ☎0848・67・6410

　相談員が解決策を一緒に考えます。
と 　き　祝日を除く月～金曜日
ところ　市役所本庁５階
【巡回相談】
と　き　10日（金）・17日（金）・24日（金）
※いずれも14時～16時。
ところ　本郷・久井・大和支所
申し込み　相談日の前日までに、消費
生活センターまたは商工振興課（☎
0848・67・6072）へ

退
去
し
た
賃
貸
住
宅
の
敷
金
を
返
し
て
ほ
し
い

食育クッキング
と　き　11日(土)10時～13時
ところ　市民福祉会館２階
内　容　乳製品を使った料理
講　師　森永乳業エムズキッチン

栄養士　
対　象　小学生以上
定　員　18人　参加費　500円

リトミックランド
と　き　16日(木)・17日(金)

①10時30分～11時
②11時15分～11時45分

内　容　リトミック（音楽表現）
対　象　保護者と①0歳児②16日

＝2～5歳児、17日＝1歳児
定　員　各15組

くぼたまさとの工作ショー
と　き　25日（土）

11時～12時
対　象　1歳児以上
定　員　100人
※申し込み受け付けは
２日（木）から。

ベビーマッサージ
と　き　23日（木）

10時30分
～12時

対　象　保護者と2
～10カ月児

定　員　13組　
参加費　500円
用意する物　バスタオル

じどうかん春のお茶会
と　き　18日（土）

10時～12時
定　員　50人
参加費　250円

自然木の工作
と　き　28日（火）

10時～12時
講　師　フォレスト

サポートク
ラブ

対　象　保護者と5歳
児以上

定　員　30組　
参加費　200円

精算明細書
10万円

※前期クラブメンバーの募集など、詳しくは児童館だより、みはら子育てネットで確認してください。
※行事は申し込み先着順です。申し込み受け付けは1日（水）10時からです。
※開館時間は10時～17時30分です。月曜日は休館日です。
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くらしの無料相談窓口

相談の種類 と　　き と　こ　ろ 申し込み・問い合わせ先

法
　
律
　・　
生
　
活

弁護士法律相談

①17日（金)②24日（金）
※申し込み先着順。受け付
けは６日(月)８時30分から。�

13時〜16時 ①中央公民館
②大和支所

生活環境課
（☎0848・67・6178）

����８日(水)･22日(水)※いず
れも要予約。利用には収入
などの条件があります。

10時〜16時 広島地方裁判所尾道支部
（尾道市新浜） 広島弁護士会尾道地区会

（☎0848・22・4237）
夜間法律相談 29日（水） 18時30分〜21時 しまなみ交流館（尾道市

東御所町）
司法書士法律相談

�祝日を除く月〜金曜日�
12時〜15時 �電話相談��広島相談センター（☎082・511・7196）

法的トラブルの解決法・
窓口の案内 ９時〜16時 �電話相談��法テラス広島（☎050・3383・5485）

自立サポート相談� �祝日を除く月〜金曜日� ８時30分〜17時15分 サン・シープラザ４階 自立相談支援センターみはら
(☎0848・67・4568）

���成年後見専門相談� ９日(木)※要予約。 14時〜16時 サン・シープラザ３階
障害者生活支援センター
（☎0848・63・3319

　 ��0848・63・3359）障害者なんでも相談
15日（水）※要予約。 14時〜16時 本郷福祉センター
１日（水）※要予約。 10時〜12時 久井保健福祉センター
３日（金）※要予約。 大和保健福祉センター

交通事故・民事・
家事相談

�祝日を除く月〜金曜日� ９時〜17時 �電話相談��県生活センター�（☎082・223・8811）

����13日(月)・27日(月) 10時〜12時、13時〜16時 �電話相談��県東部地域県民相談室尾道支所
　　　　��（☎0848・25・2011）

暴力団関係相談 �祝日を除く月〜金曜日� ９時〜17時 �電話相談��暴力追放広島県民会議（☎082・228・5050）

登記相談 �15日（水） 13時〜16時 市役所本庁１階
登記証明コーナー

広島法務局尾道支局
（☎0848・23・2882）

不動産相談 �３日（金）・17日（金） 10時〜15時 サン・シープラザ４階
社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）戦没者遺族相談 �２日（木）・16日（木） 13時〜16時 サン・シープラザ３階行政相談 13日（月）

行政書士相談会 18日（土） 10時〜16時 イオン三原店 広島県行政書士会三原支部
（☎0848・86・1244）

心配ごと相談

31日を除く金曜日� 13時〜16時 サン・シープラザ３階 社会福祉協議会・各地域センター
（☎0848・63・0570）

�８日（水）・22日（水） 本郷福祉センター （☎0848・86・3607）
１日（水）・15日（水）

９時〜12時
久井保健福祉センター （☎0847・32・7101）

17日（金） 大和人権文化センター （☎0847・33・1308）
３日（金）� 大和保健福祉センター （☎0847・34・1214）

教
育・子
育
て

学校生活・勉強など
の悩み相談 祝日を除く月〜土曜日� ９時〜17時45分（土曜日

は８時30分〜17時15分）
リージョンプラザ２階
※電話相談も可。

三原ふれあい相談室
（☎0848・64・7201）

学校生活の悩み・
体罰などの相談 祝日を除く月〜金曜日� ８時30分〜17時15分 �電話相談��三原子どもサポートダイヤル（☎0848・67・6173）

※時間外は留守番電話で対応。

療育・教育相談 ６日（月）・27日（月） 13時〜16時 サン・シープラザ３階 社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）

児童虐待通告窓口 毎日 24時間 �電話相談��保健福祉課（☎0848・67・6088）

家庭児童相談 祝日を除く月〜金曜日
※８日（水）は要予約。　 ９時30分〜16時 サン・シープラザ３階 家庭児童相談室

（☎0848・61・0121）

健
　
康

アレルギー疾患相談 21日（火） 13時30分〜15時30分 県東部保健所（尾道市古
浜）

県東部保健所
（☎0848・25・4641）

認知症相談 火・木曜日� 13時〜16時30分 �電話相談��県地域包括ケア推進センター�
　　　　�（☎082・553・5353）

　
人
　
　
権

人権相談

�祝日を除く月・木曜日� 10時〜16時 市役所本庁４階 人権推進課
（☎0848・67・6044）火・水・金曜日 サン・シープラザ３・４階９日（木） 13時〜16時

祝日を除く月〜金曜日� 10時〜16時
人権文化センター （☎0848・66・1111）
本郷人権文化センター （☎0848・86・3333）
大和人権文化センター （☎0847・33・1308）

８時30分〜17時15分 �電話相談��法務局常設電話相談所（☎0570・003・110）

女性相談
祝日を除く月〜金曜日�

９時30分〜16時 サン・シープラザ３階 女性相談室
（☎0848・61・0122）

女性の人権相談 ８時30分〜17時15分
�電話相談��女性の人権ホットライン（☎0570・070・810）

子どもの人権相談 �電話相談��子どもの人権110番（ 0120・007・110）
水防・災害対策本部専用電話 （☎0848・67・6868 ��0848・67・6164）

　相談日などは変更する場合があります。事前に確認してください。



▲ 天候に恵まれた3日間。開園したばかりの三原城跡歴史公園に
は甲冑姿のジャズバンドや武将隊が登場し、祭りを一層盛り上
げました（2/10 ～ 12　三原神明市　ＪＲ三原駅北側一帯）

26平成29年 3月号 広報みはら

カメラ散歩Photo Walk

▲ 「お顔を描くのって難しい」。石に紙を張ったり、色を
塗ったりして、自分だけのひな人形を作りました（2/19　
石のひな人形作り　浮城茶屋（みはら歴史館前））

▲ 幸運をもたらす御福木をつかもうと手を伸ばす裸衆。
寒さの中、威勢の良い声を出しながら奪い合いました
（2/18　御福開祭・はだか祭り　久井稲生神社）

▲ 「1秒でも早くたすきを渡したい」。スポーツ少年団や
学校から参加した選手が、寒さに負けず一生懸命走り
ました（1/29　うきしろカップ小学生駅伝大会　やま
み三原運動公園）

▲ 海の玄関口に新たなモニュメントが誕生。市のにぎわいにつなが
ればと今治造船株式会社から寄贈されました（2/10　プロペラ除
幕式　三原内港東公園）



　
祈 

念
　
撮
影
者
　
熊く

ま
の
か
ず
ひ
さ

野
和
久
さ
ん

　
亀
山
神
社
で
行
な
わ
れ
た
節
分
追つ
い
な
さ
い

儺
祭

の
弓
打
ち
神
事
。
厄
難
退
除
の
矢
が
放
た

れ
た
瞬
間
を
押
さ
え
ま
し
た
。
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写真・絵を募集しています
テーマ  
 ～あなたが残したい三原の風景～
応募資格　市内在住・在勤・在学の人
選　　考　総務広報課で選考
※応募作品の著作権は市に帰属し、市
の公式フェイスブックで紹介させ
ていただく場合があります。
※応募作品は返却しません。
申し込み　郵送またはＥメールで写
真（Ｌ判・データ）か絵（大きさは画
用紙A3サイズまで）と①名前②住
所・電話番号③撮影・制作日④撮
影・題材場所⑤作品名⑥作品エピ
ソード（70字以内）を総務広報課
（〒723-8601港町三丁目５番１号 
☎0848・67・6007 somukoho@
city.mihara.hiroshima.jp）へ

　
「
い
つ
か
科
学
者
に
な
り
た
い
」。

夢
へ
の
思
い
を
込
め
た
力
強
い
文

章
が
、
審
査
員
の
心
を
捉
え
ま
し

た
。
中
之
町
小
学
校
6
年
の
平
岡 

怜
君
の
書
い
た
読
書
感
想
文「『
大お
お

村む
ら

智さ
と
し
も
の
が
た
り
』を
読
ん
で
」。

第
62
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
応
募
総
数
約
４

３
８
万
点
の
中
か
ら
優
良
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
題
材
は
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学・
医

学
賞
を
受
賞
し
た
大
村 

智
さ
ん
の

評
伝
。
自
然
が
大
好
き
だ
っ
た
少

年
が
研
究
者
に
な
る
夢
を
叶
え
、開

発
し
た
新
薬
で
感
染
症
に
お
び
え

る
２
億
人
の
命
を
救
う
物
語
で
す
。

「
夢
が
詰
ま
っ
た
本
だ
と
思
っ
た
」

と
何
度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。

　
エ
ジ
ソ
ン
の
伝
記
を
読
ん
で
描

い
た
科
学
者
に
な
る
夢
。
感
想
文

で
は
、
大
村
さ
ん
の
生
き
方
に
こ

れ
か
ら
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
重

ね
合
わ
せ
ま
し
た
。「
夢
は
す
ぐ
に

は
叶
わ
な
い
。
で
も
、
長
い
人
生

の
中
で
経
験
し
た
苦
し
み
や
楽
し

さ
を
力
に
実
現
で
き
る
。
積
み
木

を
ゼ
ロ
か
ら
積
ん
で
い
く
事
で
、

『
夢
』と
い
う
城
が
で
き
る
」。
本
を

読
ん
で
感
じ
た
地
道
な
努
力
の
大

切
さ
を
文
字
に
込
め
ま
し
た
。

　
中
で
も
心
を
打
っ
た
の
は
、
大

村
さ
ん
が
本
の
中
で
自
分
の
人

生
そ
の
も
の
と
語
る「
至し
せ
い
て
ん
誠
天

に
通つ
う
ず
」の
言
葉
。「
一
生
懸
命

取
り
組
め
ば
、必
ず
い
い
結
果

に
つ
な
が
る
と
い
う
意
味
。こ

れ
か
ら
は
自
分
の
た
め
に
な
る

と
思
っ
て
、ど
ん
な
こ
と
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」と
話
し

ま
す
。

　
「
大
村
さ
ん
が
た
く
さ
ん
の

人
と
力
を
合
わ
せ
て
研
究
の
壁

を
乗
り
越
え
た
よ
う
に
、僕
も

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し

た
い
」と
い
う
平
岡
君
。「
そ
し

て
、
い
つ
か
科
学
者
に
」。
夢

に
向
か
っ
て
力
強
く
前
に
進

み
ま
す
。

市民の広場

ミハラのチカラ

STORY  12

作品エピソ
ード

▲ 走るのが好きな平岡君。駅伝大会では
区間賞を受賞しました

三原
百景
みはらひゃっけい

※このコーナーでは、スポーツや文化・芸術活動などに情熱を注ぐ若者や子どもたちを紹介します。

本
が
教
え
て
く
れ
た
夢
へ
の
道
し
る
べ

　
　
　
中
之
町
小
学
校
6
年
　 

平ひ
ら
お
か岡 

怜り
ょ
う

君

●
撮
影
年
月
＝
平
成
29
年
2
月

●
撮
影
場
所
＝
亀
山
神
社（
大
和
町
下
徳
良
）　
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再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

点
字
版
や
録
音
テ
ー
プ・C
D
も
発
行
し
て
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
総
務
広
報
課
へ
。

平
成
29（
2
0
1
7
）年
３
月
号

第
１
４
４
号　
毎
月
1
日
発
行

編
集・発
行
／
三
原
市
総
務
広
報
課

〒
７
２
３
│
８
６
０
１ 

広
島
県
三
原
市
港
町
三
丁
目
5
番
1
号

総
務
広
報
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
７
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.m

ihara.hiroshim
a.jp/

航空機の騒音測定結果（1月分） （Lden）

※外国人住民を含む。
※（　　）内は前年同月との比較。
世帯数
人　口
　男
　女

世帯
人
人
人

　
慶
長
2（
１
５
９
７
）年
に
三
原
城

内
で
息
を
引
き
取
っ
た
小
早
川
隆

景
。
お
骨
は
沼
田
東
町
納
所
に
あ
る

米べ
い

山さ
ん

寺
の
墓
所
に
納
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
月
は
新
家
真
弓
さ
ん
と
隆
景

が
眠
る
米
山
寺
を
訪
れ
、
住
職
の
垣か
き

井い

賢け
ん

祥し
ょ
うさ

ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
米
山
寺
に
は
小
早
川
家
の
先
祖

と
さ
れ
る
土
肥
家
の
初
代・
実さ
ね
ひ
ら平
か

ら
小
早
川
家
17
代・
隆
景
ま
で
の
宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う（

墓
石
）が
あ
り
ま
す
」

　
「
隆
景
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な
い

場
所
で
す
ね
」と
新
家
さ
ん
。

　
「
隆
景
公
の
お
墓
に
手
を
合
わ
せ
た

い
と
、多
く
の
人
が
参
拝
さ
れ
ま
す
。

最
近
は
人
気
ゲ
ー
ム
に
登
場
し
た
こ

と
も
あ
り
、
若
い
女
性
に
も
大
変
人

気
で
す
」

　
「
新
家
さ
ん
、隆
景
公
の
お
姿
を
見

て
み
ま
せ
ん
か
」と
寶ほ
う
も
つ
か
ん

物
館
へ
。

　
「
隆
景
公
の
生
前
に
描
か
れ
た
と
い

わ
れ
る
肖
像
画
で
す
」

　
「
物
事
を
じ
っ
く
り
と
考
え
、判
断

し
て
い
た
と
い
う
雰
囲
気
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
ね
」

　
「
肖
像
画
に
は
、隆
景
公
が
修
行
し

た
大だ
い
と
く
じ
お
う
ば
い
い
ん

徳
寺
黄
梅
院
の
玉
ぎ
ょ
く
ち
ゅ
う
お
し
ょ
う

仲
和
尚
に
よ

っ
て
、
人
柄
や
朝
鮮
に
出
兵
し
た
と

き
の
戦
い
ぶ
り
が
書
き
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
隆
景
公
は
市
内
に
多
く
の
寺

と
神
社
を
建
て
て
お
り
、
米
山
寺
へ

は
練
り
供
養
で
使
う
木も
く
ぞ
う
ぎ
ょ
う
ど
う
め
ん

造
行
道
面
や

衣
装
も
寄
進
さ
れ
ま
し
た
」

　
「
隆
景
は
知
略
に
優
れ
て
い
た
だ
け

で
な
く
、
信
仰
心
も
厚
か
っ
た
の
で

す
ね
」

　
「
隆
景
公
は
茶
道
に
も
通
じ
て
い

て
、時
の
茶
人 

千
利
休
と
も
親
交
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
」

　
「
ま
さ
に
文
武
両
道
で
す
ね
。隆
景

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、

引
き
付
け
ら
れ
ま
す
。
今
も
多
く
の

人
を
魅
了
す
る
理
由
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
、
歴
史
を
知
る
と
、
も

っ
と
三
原
が
好
き
に
な
り
ま
し
た｣

と

新
家
さ
ん
。

　
県
立
広
島
大
学
の
学
生
と
隆
景
ゆ

か
り
の
地
を
め
ぐ
っ
て
き
た
旅
も
今

回
が
最
終
回
で
す
。
今
度
は
皆
さ
ん

が
隆
景
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
築
城
４
５
０
年
事
業
推
進
担
当
室

　
☎
０
８
４
８・61・０
４
５
０

28平成29年3月号 広報みはら

あ・と・が・き

三原市の人口（１月31日現在） 先
月
開
催
さ
れ
た
三
原
神
明
市
。

体
に
こ
た
え
る
寒
さ
で
し
た

が
、
会
場
と
な
っ
た
三
原
駅
北
側
一

帯
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
名
物
の
ダ
ル
マ
を
私
も
購
入

し
、
家
内
安
全
を
願
っ
て
飾
っ
て
い

ま
す
▼
三
原
神
明
市
が
終
わ
る
と
寒

さ
も
緩
み
、
開
花
し
た
梅
の
花
や
タ

ン
ポ
ポ
を
見
掛
け
る
と
春
の
訪
れ
を

感
じ
ま
す
▼
春
は
出
会
い
と
別
れ
の

季
節
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
何
か
を
始

め
る
の
に
も
ち
ょ
う
ど
良
い
季
節
。

新
年
に
誓
っ
た
目
標
に
一
歩
で
も
近

づ
け
る
よ
う
に
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す（
Ｈ
）

問問い合わせ先

石碑には隆景の官位
が刻まれています

立派な山門が目を引き
ます

小早川家歴代当主の  

位
い

牌
はい

も安置されています

国の重要文化財に指定

されている 絹
けんぽんちゃくしょく

本著色 
小早川隆景像です

隆
景
公
の
墓
所
を

   

参
拝
す
る
の
巻

　「ふるさと三原」を次の世代へと
伝えていく連載企画。県立広島大
学三原キャンパスの学生と三原の
歴史や文化を再発見していきます。

人間福祉学科２年
　　新

しんや ま ゆ み
家真弓さん

44,013
96,873
46,458
50,415

（+5）
（－934）
（－319）
（－615）

▶正広局（本郷町善入寺正広）＝52.3
▶本郷局（本郷町船木川西上）＝52.7

み

●23

あっ！毛利元就が書いた
短冊もありますね

人口移動の詳細については
  広島県  人口移動  月報　で
　　　　　　　　　　検索

窓口を延長しています
と 　き　木曜日19時まで
内 　容　住民票・戸籍・印鑑登録
証明書の発行、パスポートの
交付、市税の支払い、納税相談

問 い合わせ先　市民課(☎0848・
　67・6047)、税制収納課(☎08
　48・67・6035)
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